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新青森
奥津軽いまべつ

東北自動車道東北自動車道

東北新幹線東北新幹線
上越新幹線上越新幹線

北陸新幹線北陸新幹線

東海道新幹線東海道新幹線山陽新幹線山陽新幹線

九州新幹線九州新幹線

青森県屈指の景勝路を走る
リゾート列車。
JRリゾートしらかみ
五能線

【奥津軽いまべつ駅～津軽中里駅（津軽鉄道）】（約1時間10分）／奥津軽いまべつ駅～
津軽中里駅 ●便数／往復4便
【十三経由】／五所川原営業所～（約15分）～五所川原駅～（約13分）～有楽町（JR木造
駅近く）～（約67分）～中の島公園入口（十三湖）～（約49分）～小泊 ※停留所は一部省略
●便数／9便（小泊へは3便）
【金木・中里経由】／五所川原営業所～（約15分）～五所川原駅～（約30分）～金木案内
所～（約15分）～中里駅前～（約22分）～相内～（約53分）～小泊 ※停留所は一部省略
●便数／6便
●問／五所川原駅前案内所☎0173-35-9121 ●HP／konanbus.com/

●路線／青森～新青森～弘前～板柳～五所川原～鰺ヶ沢～深浦～十二湖～秋田
●始発・終着／秋田駅→青森、青森駅→秋田、弘前駅→秋田
●便数／往復全6便（夏季・冬季は便数が変わります）
●HP／www.jreast.co.jp/akita/gonosen/index.html

五所川原～木造～中の島（十三湖）～
小泊の路線と、五所川原～津軽中里
～小泊の路線があります。
弘南バス（十三湖・小泊へ）

●路線／（青森～）弘前～川部～藤崎～板柳～陸奥鶴田～五所川原～木造～鰺ヶ沢～
　千畳敷～深浦～十二湖～白神岳登山口～岩館～東能代
●上り／深浦→東能代、鰺ヶ沢→東能代、弘前→東能代、弘前→深浦、弘前→鰺ヶ沢、
　青森→川部→深浦
●下り／鰺ヶ沢→弘前、深浦→弘前、深浦→川部→青森、五所川原→弘前、東能代→弘前

津軽五所川原より津軽中里を結びます。
津軽鉄道

奥津軽奥津軽奥津軽奥津軽
五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原

札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌札幌

奥津軽・五所川原市への1次交通／2次交通
飛行機の場合

JRの場合

長距離バスの場合

奥津軽・五所川原市への2次交通／3次交通

新青森または弘前と
五所川原を結びます。
五能線（奥羽線経由）
※川部乗り換え

お得に、便利に、津軽の旅
津軽フリーパスエリア
（エリア内2日間乗降自由）

弘南バス【奥津軽いまべつ～津軽中里】 【五所川原～小泊線】

津軽鉄道

JRリゾートしらかみ

五能線（青森より奥羽線経由、川部乗り換え）※上り・下りとも平日の便

津軽フリーパス
【ご利用できる交通機関】※すべての路線は一部駅を省略。
●JR奥羽線／青森駅～碇ヶ関駅●JR五能線／（弘前駅～）川部駅～五所川原駅
●津軽鉄道／津軽五所川原駅～金木駅 ●弘南鉄道（全線）／大鰐線・弘南線
●弘前市路線バス／弘前市循環バス（ためのぶ号・土手町循環・城東循環）、他 ●五所川原市路線
バス／五所川原商店街循環（五所川原駅前バスセンター～エルムの街、他）●黒石市方面路線バ
ス／平川市方面路線バス／大鰐・碇ヶ関方面路線バス●西目屋村方面路線バス／大秋・川原平線
【販売所・料金・特典・他】
●販売所／青森駅・新青森駅・弘前駅・五所川原駅・川部駅・板柳駅・深浦駅・鯵ヶ沢駅のみどりの
　窓口、秋田県内（東大館駅・十和田南駅・鹿角花輪駅を除く）のみどりの窓口、びゅうプラザ、主
　な旅行会社
●料金／大人2,060円、子供1,030円
●特典／❶協賛施設で、料金割引やウェルカムドリンクなどのサービス。❷割引情報などを掲載
　したガイドブックとフリーエリア内の時刻表が付いたポケットサイズの時刻表を進呈。
●有効期間／2日間（乗り降り自由）
●問／津軽フリーパス運営協議会（弘前市観光振興部国際広域観光課内）
　☎0172-40-7017（受付時間9：00～17：00※平日のみ）
●HP／www.tsugarunavi.jp/freepass/

タクシー 列車案内
●五所川原交通 ・・・・・・・☎35-3030
 ・・・・・・・☎34-3232
●尾崎タクシー ・・・・・・・☎35-2195
●木村タクシー ・・・・・・・☎35-7755
●外崎タクシー ・・・・・・・☎35-5252
●ノーリツタクシー ・・・☎35-1655
●成田観光タクシー ・・・☎34-2661

●金木観光タクシー ・・・☎52-3030
●金木タクシー ・・・・・・・☎53-2505

●しうら観光タクシー ☎62-2204
●市浦タクシー ・・・・・・・☎62-3139

路線バス

レンタカー

●五所川原市観光物産課☎0173-35-2111  ●五所川原市観光協会☎0173-38-1515
●http://www.city.goshogawara.lg.jp/tourism/  ●Facebook 五所川原市観光物産課

東  京

大阪（伊丹）

札幌（千歳）
青
森
空
港

1時間15分～20分❶

1時間30分～35分❶
1時間45分～50分❷

50分❶❷

ソウル 2時間20分～35分❹

❶JAL国内線予約・案内 ☎0570-025-071・☎03-5460-0522
❷ANA国内線予約・案内センター ☎0570-029-222
❸FDAコールセンター ☎0570-55-0489 ☎054-903-3110
❹大韓航空青森支店 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎017-732-3311

名古屋小牧 1時間20分～25分❸

青
森
市
ま
た
は
弘
前
市

五
所
川
原
市

青森市へ
バス35分

弘前市へ
バス55分

青森市より
列車約70分

（ダイヤによる）

弘前市より
列車約40分～
（ダイヤによる）

●路線／津軽五所川原～金木～芦野公園～津軽中里 ※駅は一部省略。
●便数／往復最大30便（日曜・祝日運休便有り）
●問／津軽鉄道五所川原駅☎0173-34-2148 ●HP／tsutetsu.com/

※市外局番は0173

五
所
川
原
地
区

金
木

市
浦

●JRお問い合わせセンター
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・☎050-2016-1600
●津軽鉄道五所川原駅 ・・・・・☎35-7743
●津軽鉄道金木駅 ・・・・・・・・・・☎53-2056

※市外局番は0173

●弘南バス五所川原営業所 ☎35-3212

※市外局番は0173

※市外局番は0173

●トヨタレンタリース ☎33-0100
●白取レンタリース ☎36-3377
●ニッポンレンタカー ☎39-2883
●タイムズカーレンタル ☎38-5033

心躍らせる火祭りの故郷。

太宰の面影を偲ぶ郷里。

五所川原
ごしょがわら

青
森
県
五
所
川
原
市

虫おくり 津軽三味線 太宰治 ストーブ
列車

立佞武多 津軽半島の
ど真ん中へ

赤～いりんご赤～いりんご
御所川原御所川原

●掲載されている情報は平成２9年3月31日現在のものです。●掲載されているイベント等の詳細につきましては各お問い合わせ先までお願いします。●イベントの期日・時
　間等、内容やにつきましては変更される場合もあります。

東海道新幹線のぞみ 東北新幹線はやぶさ

特急スー
パー北斗

※ご利用される列車や日時によって、目的地までの所要時間が変わる場合があります。あらかじめ駅窓口にてお尋ねいただく
　か、大型時刻表でご確認ください。

北海道新幹線
はやぶさ札　幌 奥津軽いまべつ新函館北斗駅

新大阪 東  京

北海道新幹線
はやぶさ

●問（時刻、運賃、料金、空席情報）／JR東日本お問い合わせセンター☎050-2016-1600（6：00～24：00）

所要時間：約3時間20分

所要時間：約3時間

新
青
森

五
所
川
原

JR奥羽線～JR五能線
（川部乗換）

所要時間：約70分
（直通最短：59分）

上　野 弘前・青森スカイ号❸（昼行：約9時間30分）
パンダ号❹（約9時間）

横浜・品川・浜松町 弘前・五所川原ノクターン号❷
（約9時間15分～45分）

仙　台 弘　前キャッスル号❼
（昼・夜：約4時間35分～50分）

盛　岡 青　森あすなろ号10
（昼・夜：約2時間44分）

弘前・五所川原パンダ号（新宿線）❶
（約8時間30分～9時間）東京（新宿）

※昼・夜の表示の無い場合は夜行となります。ヨーデル号以外の
　路線は要予約

盛　岡 弘　前ヨーデル号❾
（昼・夜：約2時間15分）

東　京 青　森ラ・フォーレ号❻
（約9時間35分）

仙　台 青　森ブルーシティ号❽
（昼・夜：約5時間5分～20分）

津軽号❺
（約10時間10分）

●問／❶～❺❼～10弘前バスターミナル
　☎0172-36-5061、予約センター☎0172-37-0022
　❻～❽JRバス☎017-773-5722

東　京 青　森

北海道新幹線「奥津軽いまべつ駅」と
津軽鉄道「津軽中里駅」を結びます。
奥津軽いまべつ～津軽中里
路線バス

Facebookで
いいね!してね!

所要時間：最短2時間59分

所要時間：約1時間5分
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五所川原立佞武多まつり
●期間／8月4日～8日 期間／8月4日～8日 期間／8月4日～8日 ●時間／19：00～21：00 ●場所／五所川原市中心市街地場所／五所川原市中心市街地場所／五所川原市中心市街地
●料金／有料観覧席2,500円～（要申込） 料金／有料観覧席2,500円～（要申込） 料金／有料観覧席2,500円～（要申込） ●交通／JR五所川原駅より徒歩約3分交通／JR五所川原駅より徒歩約3分交通／JR五所川原駅より徒歩約3分
●問／五所川原市観光協会☎0173-38-1515　※有料観覧席については、
　五所川原商工会議所☎0173-35-2121、まちなか五所川原☎0173-33-6338
祭り期間は、臨時駐車場をご利用頂けます。（P16・17参照）
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立
佞
武
多

「眠り流し」民俗が巨大化した奥津軽の祭礼。

五所川原立佞武多まつり
●期間／8月4日～8日 ●時間／19：00～21：00 ●場所／五所川原市中心市街地
●料金／有料観覧席2,500円～（要申込） ●交通／JR五所川原駅より徒歩約3分
●問／五所川原市観光協会☎0173-38-1515　※有料観覧席については、
　五所川原商工会議所☎0173-35-2121、まちなか五所川原☎0173-33-6338
祭り期間は、臨時駐車場をご利用頂けます。（P16・17参照）
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と
言
わ
れ
て
お
り
、当
時
の
豪
商
、

大
地
主
の
富
の
象
徴
と
し
て
、
高
さ
を
誇
る
よ
う
に

な
り
、約
10
〜
12
間（
約
18
〜
21
・
6
m
）に
及
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
勇
姿
は
、近
隣
の
町
村
か
ら
も

見
え
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
巨
大
な
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
大
正
時
代
に
な
り
電
線
が
通
り
を
横
切

る
こ
と
に
よ
り
、
ね
ぷ
た
は
小
型
化
の
一
途
を
た
ど

り
、ま
た
、戦
後
に
起
き
た
２
度
の
大
火
で
街
が
全
焼

し
た
こ
と
に
よ
り
、設
計
図
や
写
真
が
消
失
し
、巨
大

ね
ぷ
た
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

復
活
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
5
年
に
発
見

さ
れ
た
明
治
・
大
正
の
も
の
と
見
ら
れ
る
巨
大
ね
ぷ

た
の
台
座
の
設
計
図
。
設
計
図
に
は
年
代
は
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、明
治
・
大
正
期
の
巨
大
ね
ぷ

た
の
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

立
佞
武
多
を
復
活
さ
せ
た

有
志
た
ち
。

巨
大
ね
ぷ
た
復
活
へ
。立
佞
武
多
と
命
名
。

　

平
成
8
年
、
約
80
年
ぶ
り
に
苦
難
の
復
元
が
始
動
。

そ
の
巨
大
ね
ぷ
た
は「
立
佞
武
多
」と
命
名
さ
れ
ま
し

た
。復
元
の
場
は
岩
木
川
河
川
敷
、復
活
の〝
初
陣
〞は
、

ね
ぷ
た
の
起
源「
眠
り
流
し
」の
民
俗
行
事
に
因
ん
で

旧
暦
の
七
夕
の
時
期
に
合
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
7
月
1
日
午
後
8
時
、
約
1
世
紀
ぶ
り
に

新
し
い
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
る
立
佞
武
多「
武
者
」

に
点
灯
。宵
に
威
風
が
浮
か
び
上
が
り
、囃
子
が
空
気

を
震
わ
す
な
か
で
の
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
運
行
。
そ

の
威
風
は
喝
采
と
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
7
日
に
は
、

さ
れ
ま
す
。〝
ヤ
ッ
テ
マ
レ
！
〞
の
力
強
い
掛
け
声
と

と
も
に
五
所
川
原
の
夜
を
熱
く
し
ま
す
。

TA
C
H
IN
EP
U
TA

ビ
ル
七
階
建
て
に
匹
敵
す
る
高
さ
約
二
十
三
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
約
十
九
ト
ン
の
偉
容
。

百
年
の
時
を
経
て
五
所
川
原
の
歴
史
が
街
を
練
り
歩
く
。

明
治
後
期
の
巨
大
ね
ぷ
た
の
写
真

立佞武多の館
●開館／9：00～19：00（4月～9月）
　9：00～17：00（8月4日～8日、10月～翌3月）
　9：00～15：00（12月31日）
※日曜はお囃子実演有り。（要問合）
●休館／1月1日（営業の場合有。要問合）
●入館料／立佞武多展示室一般600円
●交通／JR五所川原駅より徒歩約5分
●問／☎0173-38-3232 ●地図／P17：C-2

巨
大
な
偉
容
が
眼
前
に
、「
立
佞
武
多
の
館
」

　

祭
り
本
番
に
出
陣
す
る
大
型
の
立
佞
武
多
３
台
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
ら
せ
ん
状
の
ス
ロ
ー
プ
を
下
り

な
が
ら
観
覧
で
き
る
の
で
、
巨
大
な
ね
ぷ
た
を
間
近

で
じ
っ
く
り
眺
め
ら
れ

ま
す
。
製
作
途
中
の
立

佞
武
多
見
学
は
も
ち
ろ

ん
、
紙
貼
り
や
色
付
け

な
ど
も
体
験
で
き
ま
す
。

毎
週
日
曜
に
開
催
の
囃

子
実
演
で
本
番
さ
な
が

ら
の
熱
い
心
も
体
感
で

き
ま
す
。

立佞武多の館で展示される大型立佞武多

古
習
に
倣
い
火
が
放
た
れ
、立
佞
武
多
を
昇
天
。そ
の

幻
想
的
景
観
は
止
め
ど
な
い
感
涙
を
呼
び
ま
し
た
。

「
五
所
川
原
・
立
佞
武
多
」ま
つ
り
開
幕
。

〝
巨
大
ね
ぷ
た
復
活
〞か
ら
2
年
後
の
平
成
10
年
。
立

佞
武
多
が
市
街
を
練
り
歩
く
準
備
が
始
ま
り
、
道
を

横
切
る
電
線
等
を
埋
設
す
る
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備

が
急
ピ
ッ
チ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
8
月
5
日
、
恒
例
の〝
ね
ぷ
た
祭
り
〞に
お
い

て
、
お
よ
そ
7
階
建
て
の
ビ
ル
に
相
当
す
る
高
さ
22

メ
ー
ト
ル
、総
重
量
16
ト
ン
の
立
佞
武
多「
親
子
の
旅

立
ち
」
が
、30
人
の
若
者
に
曳
か
れ
、
闇
に
そ
の
威
容

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。そ
の
数
分
後
、市
民
や

観
光
客
が
運
行
コ
ー
ス
に
詰
め
か
け
、
立
佞
武
多
が

立
ち
往
生
す
る
場
面
も
あ
っ
た
ほ
ど
混
沌
と
し
た
興

奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。　

五所川原花火大会
●期日／8月3日 ●時間／19：30～
●有料観覧席有り（要問合）
●場所／岩木川河川敷
●交通／JR五所川原駅より徒歩約10分
●問／五所川原商工会議所
　☎0173-35-2121
●地図／P17：B-1

　

平
成
11
年
よ
り
、
年
ご
と
に
新
作
の
大
型
立
佞
武

多
が
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。祭
り
の
名
称
も「
五
所
川

原
立
佞
武
多
」と
な
り
、現
在
で
は
新
作
1
台
を
加
え

た
3
台
の
大
型
立
佞
武
多
の
他
、
町
会
や
団
体
が
製

作
す
る
大
小
様
々
な
立
佞
武
多
や
組
ね
ぷ
た
が
運
行

五
所
川
原
花
火
大
会

　

約
70
年
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。
現
在
は
立
佞
武
多

ま
つ
り
の
前
夜
祭
と
し
て
行
わ
れ
、噴
水
や
照
明
、B

G
M
に
合
わ
せ
て
約
5
千
発
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン（
連

続
花
火
）が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

 

幅
80
m
の
ウ
ォ
ー

 

タ
ー
カ
ー
テ
ン
が

 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

 

れ
、
花
火
と
と
も

 

に
夜
空
を
彩
り
ま

 

す
。

NEP×NEBパスポート
「ねぶたの家ワ・ラッセ」、「津軽藩ねぷた村」、「立佞武多の館」の
お得な3館共通入場券。祭りのとっておき情報や津軽地域の見
どころ、グルメ情報などが詰まったガイドブックもゲットで
きます。3館全てのスタンプを押すと、佞武多之達人の称号
が刻印された記念カードを進呈。
●料金／一般1,400円、高校生1,000円、中学生700円、小学生600円
●問／ねぶたの家ワ・ラッセ☎017-752-1311
　　　立佞武多の館☎0173-38-3232、津軽藩ねぷた村☎0172-39-1511

奥津軽紀行❷ 奥津軽紀行❶



六
月
十
九
日

「
…
私
の
生
れ
た
日
は
明
治
四
十
二
年
の
六
月
十
九

日
で
あ
る
。…
」

「
…
私
は
子
供
の
頃
、妙
に
ひ
が
ん
で
、自
分
を
父
母

の
ほ
ん
と
う
の
子
で
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。…
」

「
…
夕
暮
で
し
た
。あ
の
、小
間
で
生
れ
た
の
で
し
た
。

蚊
帳
の
中
で
生
れ
ま
し
た
。ひ
ど
く
安
産
で
し
た
。す

ぐ
に
生
れ
ま
し
た
。鼻
の
大
き
い
お
子
で
し
た
。色
々

の
事
を
は
っ
き
り
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
私
も
私
の

疑
念
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。な
ん
だ
か
、が

っ
か
り
し
た
。
自
分
の
平
凡
な
身
の
上
が
不
満
で
あ

っ
た
。…
」　　
 （『
六
月
十
九
日
』一
九
四
○
年
執
筆
）

　

太
宰
治（
本
名
津
島
修
治
）は
、明
治治治
422
年
、父
・
源

右
衛
門
と
母
タ
子（
タ
ネ
）の
6
男
と
し
て
、
青
森
県

北
津
軽
郡
金
木
村村村（
現
・
五
所
川
原
市
）））に
生
ま
れ
ま

し
た（

姉
弟
の
内
第第第
0
子
）。生
家
は
大
地
主
で
、後

に
貴
族
院
議
員
を
務
め
る
父
・
源
右
衛
門
は
、地
元
で

「
津
軽
の
殿
様
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。「
地
主
貴
族

の
子
」。
こ
れ
は
、鋭
敏
な
感
性
の
持
ち
主
で
あ
る
太

宰
の
生
涯
に
影
の
よ
う
に
つ
き
ま
と
っ
た
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。幼
少
の
頃
、誰
よ
り
も

道
化
を
演
じ
て
み
せ
た
の
は
、
怖
れ
る
人
間
に
対
す

る
煙
幕
と
、自
己
韜
晦
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。病

弱
な
母
に
代
わ
っ
て
、太
宰
は
同
居
し
て
い
た
叔
母
・

き
ゑ
や
、子
守
り
の
越
野
タ
ケ
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

添
い
寝
し
な
が
ら
毎
晩
聞
い
た
昔
ッ
コ
の
独
特
の
リ

ズ
ム
と
旋
律
は
、
後
の
太
宰
が
「
語
り
口
調
の
天
才
」

と
呼
ば
れ
る
原
体
験
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

太
宰
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

今なお魅了してやまない太宰文学。生地探訪。

太宰治記念館「斜陽館」
●開館／8：30～18：00（5月～10月）、
　9：00～17：00（11月～翌4月）
●休館／12月29日
●料金／一般500円、高大300円、
　小中200円
●交通／津軽鉄道金木駅より
　徒歩約7分
●問／☎0173-53-2020
●地図／P18：F-3

「
斜
陽
」そ
し
て「
人
間
失
格
」。

　

県
立
青
森
中
学
、官
立
弘
前
高
等
学
校
、東
京
帝
国

大
学
。大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
洗
礼

を
受
け
て
、太
宰
の
苦
悩
は
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。自

殺
未
遂
、心
中
未
遂
、薬
物
中
毒
。そ
ん
な
な
か
、昭
和

14
年
に
、恩
師
・
井
伏
鱒
二
の
紹
介
で
石
原
美
知
子
と

結
婚
。
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校（
現
・
お
茶
の
水
女

子
大
学
）を
出
て
教
師
を
し
て
い
た
美
知
子
は
、後
に

著
書『
回
想
の
太
宰
治
』で
語
っ
て
い
ま
す
。「
著
書
を

読
ん
だ
だ
け
で
会
わ
ぬ
さ
き
か
ら
た
だ
彼
の
天
分
に

眩
惑
さ
れ
て
い
た
」と
。

　

創
作
意
欲
を
取
り
戻
し
た
太
宰
は
、『
富
嶽
百
景
』、

『
走
れ
メ
ロ
ス
』、『
津
軽
』、『
お
伽
草
紙
』、『
斜
陽
』な

ど
後
世
に
残
る
名
作
を
執
筆
し
、
時
代
の
寵
児
と
し

て
名
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、自
伝
的
と
も
い

え
る
『
人
間
失
格
』
を
書
い
て
ま
も
な
い
昭
和
23
年
、

愛
人
・
山
崎
富
栄
と
共
に
玉
川
上
水
に
投
身
自
殺
し
、

こ
の
世
を
去
り
ま
す
。

「
撰
ば
れ
て
あ
る
こ
と
の

恍
惚
と
不
安
と
二
つ
わ
れ
に
あ
り
」。

　

こ
れ
は
太
宰
が
生
前
、
も
っ
と
も
好
ん
で
口
に
し

た
と
い
わ
れ
る「
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ（
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
）」

の
一
節
。
芦
野
公
園
に
あ
る「
太
宰
治
文
学
碑
」に
刻

ま
れ
て
お
り
、
中
央
の
鉄
格
子
は
、「
人
間
の
道
に
は

狹
い
け
わ
し
い
一
つ
一
つ
の
門
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

碑
は
太
宰
が
よ
く
遊
ん
だ
芦
野
公
園
、大
倉
岳
、賽

の
河
原
な
ど
が
よ
く
見
通
せ
る
場
所
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
こ
で「
太
宰
治
生
誕
祭
」が
行
わ
れ
、銅
像

も
近
く
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
説『
思
ひ
出
』の
背
景
。

　

太
宰
は
幼
い
頃
、
子
守
の
タ
ケ
に
連
れ
ら
れ

て
よ
く
こ
の
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。『
思
ひ
出
』
に

登
場
す
る『
地
獄
極
楽
の
御
絵
掛
地
』は
、
実
際

に
は
極
楽
の
絵
は
無
く
地
獄
の
絵
だ
け
で
す
。

ま
た
、
後
生
車
は
不
慮
の
死
を
と
げ
た
子
供
達

の
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
子
供

達
に
沢
山
回
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
魂
が

成
仏
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
21
年
、
金
木
町
に
文
化
会
を
作
ろ
う
と

い
う
地
域
の
有
志
ら
が
集
い
、「
雲
祥
寺
」
本
堂

で
発
会
式
を
開
催
。
こ
の
席
で
太
宰
は
講
演
を

行
い
ま
し
た
。同
年
7
月
1
日
発
行
の『
金
木
文

化
』創
刊
号
の
扉
に
、太
宰
は
贈
る
言
葉
と
し
て
、

「
汝
を
愛
し
、

汝
を
憎
む
」

と
い
う
言
葉

を
し
た
た
め

て
い
ま
す
。

太
宰
治
記
念
館

「
斜
陽
館
」

　

明
治
40
年
に
建
て

ら
れ
た
太
宰
の
生
家
。

国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
蔵
を
利

用
し
た
展
示
室
に
は
、

直
筆
原
稿
、
太
宰
が

着
用
し
て
い
た
二
重
回
し
の
マ
ン
ト
、
川
端
康
成
や

兄
・
文
治
と
の
書
簡
な
ど
、約
6
0
0
点
の
貴
重
な
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

D
A
Z
A
I M
U
SEU

M

『
太
宰
の
文
章
は
、読
者
へ
の
手
紙
で
あ
る
』と
語
っ
た
の
は
、太
宰
研
究
家
と
し
て
有
名
な
奥
野
健
男
で
あ
る
。生
き
る

こ
と
の
歓
び
と
哀
し
み
、善
と
悪
、高
貴
と
卑
し
さ
。
太
宰
は
、人
間
の
奥
深
く
に
ひ
そ
む
根
元
的
な
業
を
天
賦
の
才
能

で
あ
ぶ
り
出
し
、私
信
の
よ
う
に
読
み
手
に
送
り
続
け
た
。

太
宰
治
文
学
碑

旧津島家新座敷
●料金／500円（希望者にはガイド有り）
●開館／9：00～17：00
●休館／不定休（ほぼ毎日開館）
●交通／津軽鉄道金木駅より徒歩約4分
●問／白川☎0173-52-3063 ●地図／P18：F-3

太
宰
治
ゆ
か
り
の
地
、

文
学
散
歩

生
家
や
戦
時
中
に
疎
開
し

て
い
た
家
な
ど
太
宰
治
ゆ

か
り
の
地
が
数
多
く
残
る

五
所
川
原
市
金
木
地
区
を
地
元

ガ
イ
ド
と
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

六
月
十
九
日

　
「
…
私
の
生
れ
た
日
は
明
治
四
十
二
年
の
六
月
十
九

日
で
あ
る
。…
」

　
「
…
私
は
子
供
の
頃
、妙
に
ひ
が
ん
で
、自
分
を
父
母

の
ほ
ん
と
う
の
子
で
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。…
」

　
「
…
夕
暮
で
し
た
。あ
の
、小
間
で
生
れ
た
の
で
し
た
。

蚊
帳
の
中
で
生
れ
ま
し
た
。ひ
ど
く
安
産
で
し
た
。す

ぐ
に
生
れ
ま
し
た
。鼻
の
大
き
い
お
子
で
し
た
。色
々

の
事
を
は
っ
き
り
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
私
も
私
の

疑
念
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。な
ん
だ
か
、が

っ
か
り
し
た
。
自
分
の
平
凡
な
身
の
上
が
不
満
で
あ

っ
た
。…
」　　
 （『
六
月
十
九
日
』一
九
四
○
年
執
筆
）

　

太
宰
治（
本
名　
津
島
修
治
）は
、明
治
42
年
、父
・
源

右
衛
門
と
母
タ
子（
タ
ネ
）の
6
男
と
し
て
、
青
森
県

北
津
軽
郡
金
木
村（
現
・
五
所
川
原
市
）に
生
ま
れ
ま

し
た（
11
姉
弟
の
内
第
10
子
）。生
家
は
大
地
主
で
、後

に
貴
族
院
議
員
を
務
め
る
父
・
源
右
衛
門
は
、地
元
で

「
津
軽
の
殿
様
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。「
地
主
貴
族

の
子
」。
こ
れ
は
、鋭
敏
な
感
性
の
持
ち
主
で
あ
る
太

宰
の
生
涯
に
影
の
よ
う
に
つ
き
ま
と
っ
た
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。幼
少
の
頃
、誰
よ
り
も

道
化
を
演
じ
て
み
せ
た
の
は
、
怖
れ
る
人
間
に
対
す

る
煙
幕
と
、自
己
韜
晦
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。病

弱
な
母
に
代
わ
っ
て
、太
宰
は
同
居
し
て
い
た
叔
母
・

き
ゑ
や
、子
守
り
の
越
野
タ
ケ
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

添
い
寝
し
な
が
ら
毎
晩
聞
い
た
昔
ッ
コ
の
独
特
の
リ

ズ
ム
と
旋
律
は
、
後
の
太
宰
が
「
語
り
口
調
の
天
才
」

と
呼
ば
れ
る
原
体
験
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

太宰治ゆかりの地文学散歩
●時間／10：00～ （除外日8月13日、
　12月29日～翌1月3日）
●料金／2時間コース2,400円、
　3時間コース5,000円（4月～11月）
●定員／2～9名（10名以上は要相談） 
※2名以上、3日前まで要予約
●場所／津軽鉄道金木駅集合 
●問／太宰治記念館「斜陽館」
　☎0173-53-2020
●地図／P18：F-4（金木駅）

ま
ち
な
か「
思
ひ
出
」パ
ー
ク

大
正
5
年（
1
9
1
6
年
）1
月
18
日
、
太
宰
治

が
幼
少
の
頃〝
母
〞と
慕
っ
た
叔
母
キ
ヱ
の
一
家

が
、
太
宰
の
生
家
で
あ
る
金
木
の
津
島
家
か
ら

分
家
し
た
際
に
建
て
ら
れ
、
太
宰
も
実
際
に
暮

ら
し
た
こ
と
の
あ
る
蔵
を
、
平
成
26
年
に
再
築

し
た
の
が「
太
宰
治『
思
ひ
出
』の
蔵
」で
す
。
他

に
も
飲
食
店
や
体
験
施

設
が
建
ち
並
ぶ
「
ト
カ

ト
ン
ト
ン
・
ス
ク
エ
ア
」

が
あ
り
ま
す
。

太宰治「思ひ出」の蔵
●開館／10：00～17：00
●休館／8月13・14日、12月31日～翌1月2日 
●入場料／大人200円
●問／まちなか五所川原☎0173-33-6338
●地図／P17：C-2

太
宰
治
銅
像

雲祥寺（地図／P18：F-3）地獄極楽の御絵掛地

後生車

斜陽館内

斜陽館

新座敷

南臺寺
（地図／ P18：F-3）

斜
陽
館
の
離
れ「
新
座
敷
」

　

終
戦
直
前
の
昭
和
20
年
7
月
末
か
ら
、
東
京
や
甲

府
の
戦
禍
か
ら
逃
れ
た
太
宰
は
、
妻
子
と
共
に
こ
こ

に
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
翌
年
11
月
ま
で
滞
在
し
、

『
パ
ン
ド
ラ
の
厘
』、『
冬
の
花
火
』
な
ど
23
も
の
作
品

を
執
筆
し
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

地
元
芸
術
家
ら
の
展
示
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新座敷

昭和21年、東京銀座のバー・ルパンにて。（撮影：林忠彦／所蔵：周南市美術博物館）

太宰治肖像（青森県近代文学館：提供）
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山王坊・日吉神社

歴
史
探
訪

中世のロマンと安藤氏の世界に迫る。

市浦歴史民俗資料館
●開館／9：00～16：00
●休館／12月1日～翌3月31日
●料金／一般300円
●交通／五所川原駅より車約50分
●問／市浦地域活性化センター
　☎0173-62-2775
●地図／P18：C-1

た「
外
ヶ
浜
」（
陸
奥
湾
西
岸
）と
同
様
な
性
格
を
有
す

る
境
界
領
域
で
し
た
。
ま
さ
に
西
の
博
多
に
対
比
さ

れ
る
よ
う
な
国
際
貿
易
港
と
し
て
日
本
史
上
極
め
て

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　平
成
3
年
〜
平
成
15
年
に
か
け
て
十
三
湊
の
学
術

調
査
が
継
続
し
て
進
め
ら
れ
、
十
三
湊
に
居
住
し
た

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
港
湾
の
実
態
解
明
に
向
け
た

調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、中
世
十
三

湊
が
鎌
倉
〜
室
町
時
代（
13
〜
15
世
紀
中
頃
）に
繁
栄

し
た
湊
町
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
平
成
17
年
7
月

に
国
史
跡
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

市
浦
歴
史
民
俗
資
料
館

　十
三
湊
か
ら
は
膨
大
な
量
の
陶
磁
器
が
見
つ
か
り
、

物
資
の
集
積
所
だ
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
中

国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
運
ば
れ
た
青
磁
・
白
磁
・
高
麗
青

磁
、
福
井
県
の
越
前
焼
、石
川
県
の
珠
洲
焼
、愛
知
県

の
瀬
戸
焼
な
ど
が
主
要
な
も
の
で
す
。
広
く
海
外
や

国
内
各
地
か
ら
日
本
海
を
通
じ
て
物
資
が
運
ば
れ
、

活
発
な
交
易
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　市
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
〝
領
主
館
と
周
辺
の

様
子
〞〝
武
家
屋
敷
と
町
屋
の
様
子
〞〝
安
藤
氏
の
活
動

と
精
神
世
界
〞〝
映
像
展
示
コ
ー
ナ
ー
〞
で
安
藤
氏
の

繁
栄
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

福
島
城
跡
、唐
川
城
跡
、山
王
坊
・
日
吉
神
社

　中
世
港
湾
都
市
・
十
三
湊
を
中
心
に
極
め
て
発
展

し
た
十
三
湖
周
辺
地
域
に
は
、
数
多
く
の
十
三
湊
安

藤
氏
関
連
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
特
に
十
三

湖
北
岸
に
は
福
島
城
跡
、
唐
川
城
跡
な
ど
大
規
模
城

館
や
十
三
湊
の
霊
場
・
山
王
坊
日
吉
神
社（
山
王
坊
遺

跡
）、唐
川
城
跡
中
腹
に
あ
る

津
軽
三
十
三
霊
場
第
十
七
番

札
所
の
春
日
内
観
音
堂
（
竜

興
寺
跡
）な
ど
、中
世
的
景
観

が
色
濃
く
残
る
全
国
的
に
み

て
も
貴
重
な
歴
史
的
・
文
化

的
景
観
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

す
。

H
IS
T
O
R
Y

北
方
世
界
と
の
交
易
・
流
通
拠
点
の
窓
口
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
中
世
日
本

有
数
の
湊
町
、十
三
湊
。
十
三
湊
を
支
配
し
た
安
藤
氏
の
軌
跡
と
日
本
中
世
社

会
で
の「
北
の
文
化
」を
探
訪
。

楠美家住宅
●休館／12月1日～3月31日
●開館／9：00～16：00 ●料金／無料
●交通／津軽自動車道五所川原東IC
　より車で10分
●問／五所川原市教育委員会文化
　スポーツ課☎0173-35-2111
　楠美家住宅管理人室☎0173-29-3575
●地図／P16：F-3

十
三
湊
と
安
藤
氏

　十
三
湊
は
戦
国
時
代
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ

『
廻
船
式
目
』（
現
在
の
海
商
法
に
当
た
る
法
律
書
）の

な
か
で
「
三
津
七
湊
」
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、

中
世
に
始
ま
る
典
型
的
な
港
湾
都
市
の
ひ
と
つ
で
す
。

中
世
後
期
に
日
本
十
指
に
数
え
ら
れ
る
な
ど
全
国
的

に
み
て
も
北
日
本
屈
指
の
大
規
模
に
整
備
さ
れ
た
湊

町
で
あ
り
、
日
本
海
を
舞
台
に
津
軽
海
峡
を
挟
ん
だ

北
海
道（
蝦
夷
地
）に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
北
方

産
品（
鮭
・
昆
布
・
毛
皮
類
な
ど
）を
交
易
す
る
拠
点
湊

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。現
在
は「
じ
ゅ
う
さ
ん
」、江
戸

時
代
後
期
ま
で「
と
さ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
十
三
湊
に
拠
点
を
置
き
、
北
方
世
界
を
支
配

し
た
の
は
安
藤
氏
で
す
。
安
藤
氏
は
自
ら
の
先
祖
を

前
九
年
の
役（
1
0
5
1
〜
1
0
6
2
年
）で
朝
廷
側

の
源
頼
義
と
戦
っ
た
安
倍
貞
任
の
末
裔
と
し
、「
安
倍
」

を
本
姓
と
し
て
い
ま
す
。
東
夷
の
酋
長
と
呼
ば
れ
た

安
倍
氏
の
よ
う
に
、
自
ら
を
エ
ミ
シ（
中
世
に
は「
エ

ゾ
」と
呼
ぶ
）の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て

い
ま
す
。
津
軽
海
峡
を
挟
ん
だ
北
方
世
界
を
支
配
す

る
正
当
性
を
誇
示
し
た
特
異
な
豪
族
な
の
で
す
。
最

盛
期
の
室
町
時
代
に
は
北
海
道
の
渡
島
半
島
南
部
に

い
わ
ゆ
る
「
道
南
十
二
館
」
と
呼
ば
れ
る
領
域
支
配
・

交
易
拠
点
と
な
る
館
を
か
ま
え
、
配
下
の
家
臣
に
治

め
さ
せ
て
い
ま
す（『
新
羅
之
記
録
』）。
道
南
の
館
主

と
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
易
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
北
方

産
品
は
十
三
湊
に
一
端
集
積
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
海

を
通
じ
て
京
都
方
面
へ
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
十
三
湊
は
北
方
世
界
と
畿
内
を
結
ぶ
重
要

な
湊
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、

十
三
湊
が
位
置
す
る
津
軽
西
海
岸
一
帯
は
中
世
に
は

「
西
浜
」
と
呼
ば
れ
、
中
世
国
家
の
東
限
と
認
識
さ
れ

オ
セ
ド
ウ
貝
塚
と
五
月
女
萢
遺
跡

　十
三
湖
周
辺
に
は
縄
文
時

代
の
遺
跡
も
多
く
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
オ
セ
ド
ウ
貝
塚

は
縄
文
時
代
前
期
中
頃
〜
中

期
（
約
5
5
0
0
年
前
〜
4

0
0
0
年
前
）
に
か
け
て
形

成
さ
れ
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を

主
体
と
す
る
遺
跡
で
、
大
正

10
年（
1
9
2
1
）に
貝
塚
か

ら
、
埋
葬
さ
れ
た
縄
文
人
骨

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　五
月
女
萢
遺
跡
は
縄
文
時

代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
後
葉

安藤氏の居城と伝えられる福島城跡

南部氏との攻防の舞台となった唐川城跡

伝檀林寺から出土した五輪塔。

安藤盛季像と伝えられる武者木像

山王坊・日吉神社

春日内観音堂。中世の宗教施設、龍興
寺跡とされる

旧
平
山
家
住
宅
と
楠
美
家
住
宅

　弘
前
藩
広
田
組
代
官
所
の
手
代
を
代
々
務
め
た
平

山
家
。
津
軽
地
方
の
上
層
農
民
が
生
活
し
た
当
時
の

姿
を
保
つ
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
、
主
屋
と
表

門
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
藩

政
時
代
、
農
民
は
門
を
建
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
山
家
は
藩
に
対
す
る
功
労
に

よ
り
表
門
の
建
造
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　製
材
業
を
営
ん
で
い
た
楠
美
家
の
主
屋
は
明
治
25

年
頃
に
秋
田
か
ら
材
木
を
買
っ
て
建
て
ら
れ
た
茅
葺

寄
棟
造
。外
観
・
間
取
り
と
も
に
建
築
当
時
の
様
子
を

よ
く
残
し
た
大
型
民
家
で
す
。

旧平山家住宅
●休館／月曜（祝日の場合、翌日以降
　の平日）、12月1日～翌3月31日
●時間／9：00～16：00
●料金／無料
●交通／JR五能線五所川原駅
　より車約10分
●問／旧平山家住宅☎0173-34-8870
●地図／P17：E-1

布嘉屋（ぬのかや）
●休館／不定休 ※冬期間は閉館
●時間／10：00～16：00（4月20日～
　11月10日）※要予約
●料金／一般500円
●交通／五所川原駅より徒歩約7分
●問／☎0173-34-7670
●地図／P17：B-3

横8m、高さ2.5mにもおよぶ
大さで精緻な細工まで再現さ
れた「布嘉御殿」

布
嘉
屋（
ぬ
の
か
や
）

　豪
商
の
町
、五
所
川
原
。中
で
も
呉
服
商
か
ら
東
北

屈
指
の
大
富
豪
と
な
っ
た
佐
々
木
嘉
太
郎
の
「
布
嘉

御
殿
」は
別
格
。
御
殿
は
大
火
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

巨
額
の
私
費
を
投
じ
、
平
成
21
年
に
御
殿
の
模
型
を

完
成
さ
せ
た
の
が
佐

々
木
治
さ
ん
。
な
ん

と
模
型
の
み
な
ら
ず

展
示
館
ま
で
作
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

旧平山家住宅

楠美家住宅

市浦歴史民俗資料館に展示されている安藤愛季（ちかすえ）の像（複製）

十三湖空撮

（地図／ P18市浦地区詳細図）

（
約
3
5
0
0
年
前
〜
2
5
0
0
年
前
）
の
遺
跡
で
、

マ
ウ
ン
ド
を
伴
う
土
坑
墓
群
が
発
見
さ
れ
、
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
土
坑
墓
群
が
大
規
模
な
環
状
に

巡
る
こ
と
が
判
明
し
た
貴
重
な
祭
祀
遺
跡
で
す
。

オセドウ貝塚で発見された人骨五月女萢遺跡から発掘された
人面付浅鉢形土器

奥津軽紀行❻ 奥津軽紀行❺



赤～いりんご御所川原

道の駅十三湖高原
「トーサムグリーンパーク」
●時間／9：00～18：00（4月～10月）、
　9：00～17：00（11月～翌3月）
●交通／JR五所川原駅より車約50分
●問／☎0173-62-3556
●地図／P18：C-3

生
産
量
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

十
三
湖
の「
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
」

　

津
軽
国
定
公
園
で
あ
る
十
三
湖
は
、
青
森
県
で
3

番
目
に
大
き
な
湖
。汽
水
湖
ゆ
え
の
生
物
も
多
く
、し

じ
み
は
そ
の
最
た
る
も
の
。
し
じ
み
の
遊
漁
場
も
あ

り
、解
禁
期
間
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

湖
畔
は
水
を
浄
化
す
る
作
用
の
あ
る
葦
が
生
い
茂

り
、
幻
の
鳥
と
い
わ
れ
る
オ
オ
セ
ッ
カ
や
天
然
記
念

物
で
あ
る
オ
オ
ワ
シ
な
ど
の
野
鳥
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、絶
好
の
釣
り
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、ボ
ラ

や
ウ
グ
イ
・
ワ
カ
サ
ギ
・
ヒ
ラ
メ
・
ハ
ゼ
な
ど
が
生
息

し
、太
公
望
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
産
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
全
国
有
数
の
生
産
量
を

誇
り
ま
す
。
し
じ
み
は
夏
の〝
土
用
し
じ
み
〞が
旬
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
十
三
湖

が
結
氷
す
る
厳
寒
期
の
し

じ
み
も
美
味
。「
寒
し
じ
み
」

と
呼
ば
れ
、
夏
に
比
べ
る

と
身
は
若
干
小
さ
い
も
の

花
、葉
、果
実
ま
で
も
が

花
、葉
、果
実
ま
で
も
が
赤赤
〜
い
林
檎

しじみ収穫体験
●期間／4月下旬～10月上旬 ●時間／9：00～15：00
●料金／300円 ●場所／中の島ブリッジパーク
●交通／JR五所川原駅より車約50分
●問／市浦地域活性化センター☎0173-62-2775
●地図／P18：Ｃ-1

十三湖・しじみ力
りょく

「赤～いりんご」の持ち
味を活かした加工品

「赤～いりんご」の花

　

五
所
川
原
市
に
は

　

五
所
川
原
市
に
は
、果
肉
・

花
・
若
葉
・
枝
ま
で
も
が
赤
い

花
・
若
葉
・
枝
ま
で
も
が
赤
い

と
い
う
世
界
的
に
も
大
変
珍

と
い
う
世
界
的
に
も
大
変
珍

し
い「
赤
〜
い
り
ん
ご
」が
あ

り
ま
す
。
市
内
の
「
一
ツ
谷
」

地
区
に
は
、「
赤
〜
い
り
ん
ご

の
並
木
道
」が
あ
り
、5
月
上
旬
、花
が
満
開
の
頃
に
多

く
の
観
光
客
が
集
ま
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
〜
い
り
ん
ご
は
、
当
市
出
身
の
前
田
顕
三
氏
に

よ
り
昭
和
14
年
か
ら
育
種
さ
れ
ま
し
た
。
氏
に
よ
り

20
数
年
の
時
を
か
け「
赤
〜
い
リ
ン
ゴ
」は
誕
生
し
た

の
で
す
。
現
在
ま
で
に
こ
の
リ
ン
ゴ
を
利
用
し
た
加

工
商
品
が
数
々
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
鮮
や
か

な
ロ
ゼ
カ
ラ
ー
が
特
長
の
ワ
イ
ン
、
ほ
ど
よ
い
酸
味
、

軽
や
か
な
甘
さ
の
ジ
ュ
ー

ス
や
ジ
ャ
ム
、
爽
や
か
な

り
ん
ご
の
風
味
と
香
り
が

楽
し
め
る
「
中
ま
で
赤
〜

い
り
ん
ご
の
麺
」等
々
。い

ず
れ
も
無
添
加
・
無
着
色

で
、
自
然
な
美
味
し
さ
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

つ
くく
ね
芋
ね
芋

く
ね
芋

くく
ね
芋

く

　
「
つ
く
ね
芋
」は
ヤ
マ
イ
モ
の
一
種

　
「
つ
く
ね
芋
」は
ヤ
マ
イ
モ
の
一
種

で
、長
芋
、大
薯
、自
然
薯
の
仲
間
で
す
。長
芋
と
比
較

で
、長
芋
、大
薯
、自
然
薯
の
仲
間
で
す
。長
芋
と
比
較

す
る
と
味
が
濃
厚
で
、粘
り
が
強
く
、栄
養
価
の
高
い

す
る
と
味
が
濃
厚
で
、粘
り
が
強
く
、栄
養
価
の
高
い

こ
と
か
ら
中
国
で
は
滋
養
強
壮
の
漢
方
薬
と
し
て
用

こ
と
か
ら
中
国
で
は
滋
養
強
壮
の
漢
方
薬
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ま
た
、
つ
く
ね
芋
に
含
ま
れ
て

い
る
消
化
酵
素
は
食
べ
物
の
消
化
を
助
け
て
く
れ
る

い
る
消
化
酵
素
は
食
べ
物
の
消
化
を
助
け
て
く
れ
る

こ
と
か
ら
、昔
か
ら
薬
用
食
、強
精
食
と
し
て
重
用
さ

こ
と
か
ら
、昔
か
ら
薬
用
食
、強
精
食
と
し
て
重
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
つ
く
ね
芋
は
す
り
お
ろ
し
て
温
か

つ
く
ね
芋
は
す
り
お
ろ
し
て
温
か

い
ご
飯
に
か
け
て
食
べ
た
り

い
ご
飯
に
か
け
て
食
べ
た
り
、
短
冊
に
切
っ
て
わ
さ

び
醤
油
で
食
べ
る
だ
け
で
も

び
醤
油
で
食
べ
る
だ
け
で
も
、
美
味
し
く
召
し
上
が

る
こ
と
が
で
き
ま
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

赤～いりんご加工品・
つくね芋
●販売場所／立佞武多の館など
●販売時期／要問合
●問／観光物産課
　☎0173-35-2111

「
マ
デ
ィ
ニ
ー
」で

太
宰
の
好
物
を
食
べ
よ
う

　

マ
デ
ィ
ニ
ー
は
地
元
金
木
を

は
じ
め
津
軽
半
島
な
ど
近
隣
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
観
光
ル
ー
ト

の
紹
介
や
金
木
の
特
産
品
を
販

売
。レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、太
宰
治

が
好
き
だ
っ
た
根
曲
が

り
竹
の
入
っ
た「
太
宰

ら
う
め
ん
」、「
若
生

お
に
ぎ
り
」な
ど
が

堪
能
で
き
ま
す
。

馬肉料理
●場所／喫茶店「駅舎」
●料金／要問合
●開店／10：00～17：00（LO16：30） 
●休／水曜、12月29日
●交通／津軽鉄道芦野公園駅より徒歩すぐ
●問／喫茶店「駅舎」☎0173-52-3398
●地図／P18：D-3

若生おにぎり 太宰らうめん

サ
ク
ッ
カ
リ
ッ
の
食
感
も
楽
し
い「
あ
げ
た
い
」

　

注
文
を
受
け
て
か
ら
揚
げ
る
の
で
出
来
た
て
熱
々
。

学
校
帰
り
に
、ち
ょ
っ
と
し
た
手
土
産
に
、地
元
民
御

 

用
達
の
お
や
つ
。「
○
○
し
て
あ
げ
た

 

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
た
縁
起

 

物
と
し
て
も
人
気
。「
み
わ
や
」
に
は

 

〝
揚
げ
た
い
〞メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ
ぱ
い

 

で
す
。

あげたいの店みわや
●時間／9：00～18：00
　（無くなり次第終了）
●休／第1・第3日曜
※臨時休業有
●交通／JR五所川原駅
　より徒歩約7分
●問／☎0173-34-2064 
●地図／P17：B-2

金木観光物産館「マディニー」
●時間／マディニー9：00～18：00（4月20日～10月31日）、
　9：00～17：00（11月1日～翌4月19日）、
　はな（食事処）11：00～16：00
●休／どちらも無休
●交通／津軽鉄道金木駅より徒歩約7分
●問／マディニー☎0173-54-1155
　はな（食事処）☎0173-54-1160
●地図／P18：F-3

ま
ち
な
か
市
場「
マ
ル
コ
ー
セ
ン
タ
ー
」

 

　

立
佞
武
多
の
館
に
隣
接
し
、
青

 

森
の
新
鮮
な
食
材
を
販
売
す
る
市

 

民
の
台
所
。
鮮
魚
や
魚
介
類
の
加

 

工
品
、
山
里
の
旬
の
幸
な
ど
も
豊

 

富
に
品
揃
え
。
お
土
産
な
ど
に
ご

 

利
用
で
き
ま
す
。

マルコーセンター
●時間／8：00～18：00 
●休／第2・4・5日曜
●交通／JR五所川原駅
　より徒歩約5分
●問／マルコ－センター
　☎0173-34-2264
●地図／P17：C-2

激馬かなぎカレー激馬かなぎカレー

金
木
名
物
、馬
肉
料
理

　
「
馬
ま
ん
」は
馬
肉
を
使
っ
た

ま
ん
じ
ゅ
う
の
こ
と
。
太
宰
の

好
物
、
根
曲
が
り
竹
が
入
っ
た

醤
油
味
や
、金
木
独
特
な「
馬
肉

鍋
」
の
具
材
が
そ
の
ま
ま
入
っ

た
味
噌
味
・
カ
レ
ー
味
が
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
馬
肉
を
じ
っ

く
り
煮
込
み
、
ス
パ
イ
ス
を
効

か
せ
た「
激
馬
か
な
ぎ
カ
レ
ー
」

な
ど
の〝
激
馬
〞料
理
は
芦
野
公

園
駅
の
旧
駅
舎
を
改
装
し
た
喫

茶
店「
駅
舎
」で
い
た
だ
け
ま
す
。

し
じ
み
収
穫
体
験

　

十
三
湖
の
「
中
の
島
」
で
は
、

有
料
で
し
じ
み
採
り
体
験
が
で

き
ま
す
。
十
三
湖
は
遠
浅
の
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
感
覚
で
し
じ
み

漁
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
、
旨
み
を
蓄
え
て
出
汁
が
良
く
旬
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
じ
み
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
や
タ
ウ
リ
ン
を
大
量

に
含
み
、
肝
臓
や
黄
疸
な
ど
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま

肝
臓
や
黄
疸
な
ど
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
し
じ
み
の
栄
養
素
を
手
軽

す
。こ
の
し
じ
み
の
栄
養
素
を
手
軽

に
取
り
入
れ
ら
れ
、ま
た
エ
キ
ス

に
取
り
入
れ
ら
れ
、ま
た
エ
キ
ス

を
多
分
に
含
ん
だ
加
工

を
多
分
に
含
ん
だ
加
工

品
に
、し
じ
み
エ
キ
ス
ド

品
に
、し
じ
み
エ
キ
ス
ド

リ
ン
ク
や
様
々
な
加

工
品
も
開
発
さ
れ
て
い

工
品
も
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
し
じ
み
ラ
ー

ま
す
。ま
た
し
じ
み
ラ
ー

メ
ン
や
味
噌
、佃
煮
な
ど
の

メ
ン
や
味
噌
、佃
煮
な
ど
の

趣
向
品
も
人
気
の
商
品
で
す
。

趣
向
品
も
人
気
の
商
品
で
す
。

湖面の氷を割って行われる
冬のしじみ漁

道
の
駅
十
三
湖
高
原

　

十
三
湖
名
産
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
や
各
種
し
じ
み
加
工

品
の
販
売
、
名
物
し
じ
み
ラ
ー
メ
ン
や
市
浦
牛
の
料

理
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
浦
牛
」は
昭
和
62
年
、

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

の
品
評
会
で
東
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
高
級

ブ
ラ
ン
ド
。
し
か
し
な
が

ら
、数
が
非
常
に
少
な
く
、

「
幻
の
市
浦
牛
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

し
じ
み
の
汁
焼
き
そ
ば

　

青
森
県
産
米
の
米
粉
が

入
っ
た
も
っ
ち
り
と
香
ば

し
い
麺
を
使
用
。
塩
味
ベ

ー
ス
の
し
じ
み
ス
ー
プ
、

コ
ク
の
バ
タ
ー
風
味
、
し

じ
み
の
旨
味
が
引
き
出
さ

れ
た
汁
焼
き
そ
ば
は
、
新

ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
人

気
で
す
。
五
所
川
原
・
金
木
・
市
浦（
十
三
）地
区
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

しじみラーメン
●期間／通年
●時間・料金／各店で異なります
●場所／十三湖中の島近辺
●交通／JR五所川原駅より車約50分
●問／ドライブイン和歌山☎0173-62-2357
　　　レストランわらび☎0173-62-3710
●地図／P18：C-1辺り

しじみの汁焼きそば
●期間／通年
●時間・料金／各店で異なります
●場所／要問合
●問／五所川原商工会議所
　☎0173-35-2121

馬まん馬まん

五所川原地域ブランド

ごしょりん

五所川原市では、平成平成
24年より毎年、地域ブ地域ブ
ランド商品を認定してランド商品を認定して
います。「赤～いりんごいます。「赤～いりんご
御所川原」や十三湖のや十三湖の
しじみ、つくね芋、馬肉しじみ、つくね芋、馬肉
を使用した加工品はもちろんのこと、
地元産大豆の手作り味噌や焼酎、長
芋や自家製野菜のお菓子など、さま
ざまな商品が目白押しです。
●問／五所川原地域ブランド推進協議会
　（五所川原市経済部観光物産課）
　☎0173-35-2111（内線2557・2558）

百
年
食
堂「
亀
乃
家
の
天
中
華
」

　
〝
百
年
〞の
歴
史
を
誇
る
老
舗「
そ
ば

処
・
亀
乃
家
」。「
立
佞
武
多
の
館
」の
裏

手
に
あ
る
こ
こ
亀
乃
家
の
〝
天
中
華
〞

と
は
、ホ
タ
テ
の
か
き
揚
げ
を
の
せ
た

中
華
そ
ば
。常
連
客
の
隠
し
メ
ニ
ュ
ー

だ
っ
た
も
の
が
、評
判
を
呼
ん
で
定
番
に
。か
き
揚
げ

の
旨
味
と
コ
ク
が
中
華
そ
ば
に
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
。

亀乃家
●時間／10：00～18：00
　※冬期17：00まで
●休／月曜
●交通／JR五所川原駅
　より徒歩約5分
●問／☎0173-35-2474
●地図／P17：C-2

奥津軽紀行❽ 奥津軽紀行❼



津軽三味線、響の景
津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
、奥
津
軽
の
音
色
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　

厳
し
い
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
津
軽
三
味
線
。
元
祖
、

神
原
の
仁
太
坊
こ
と
本
名
、秋
元
仁
太
郎（
安
政
４
年

〜
昭
和
３
年
）は
、旧
金
木
町
の
出
身
で
す
。
苦
難
の

末
、生
き
る
た
め
の
芸
と
し
て
造
り
出
し
た〝
叩
き
奏

法
〞や
八
人
芸
。や
が
て
、仁
太
坊
門
下
の「
嘉
瀬
の
桃
」

や
名
手
、「
白
川
軍
八
郎
」
な
ど
に
よ
っ
て
津
軽
三
味

線
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、豪
快
華
麗
な
津
軽
三
味
線
の
音
楽
は
、全
国

の
愛
好
者
・
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。「
津
軽
三

味
線
会
館
」は
、津
軽
三
味
線
の
発
祥
と
そ
の
ル
ー
ツ

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
で
す
。
歴
史
資

料
を
幅
広
く
展
示
す
る
ほ
か
、1
日
5
回
、三
味
線
の

生
演
奏
を
聴
く
こ
と
も
で
き
、津
軽
民
謡
、各
国
の
弦

楽
器
、
津
軽
三
味
線
の
音
色
を
楽
し
む
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、多
彩
な
施
設
で
す
。

　

大
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
芦
野
公
園
の
桜
ま
つ

り
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
「
津
軽
三
味
線
全
日
本
金

●嘉瀬の桃（1886～1931）
「嘉瀬の桃」こと黒川桃太郎は、
仁太坊の芸に魅せられ24歳のと
き弟子入りしました。唄会の人
気者で、中でも「調子変わりのよ
され節」は桃の独檀上だったと
いわれます。今日唄われる津軽
の三つ物、よされ節・小原節・じ
ょんから節の型を作ったことか
ら、津軽民謡中興の祖と言われ
ています。 

●仁太坊（1857～1928）
津軽三味線の元祖「仁太坊」こと
秋元仁太郎は、安政4年7月7日
に生まれました。8歳の時、疱瘡
がもとで失明。12～3歳の頃、上
方から流れてきた女三味線弾き
から手ほどきを受けたと伝えて
られています。「俺は乞食ではな
い、芸人だ。」というのが口癖で
した。 

●白川軍八郎（1909～1962）
仁太坊の最後の弟子。9歳で弟子
入りし、わずか3年で師匠を凌ぐ
腕になったと言われています。
仁太坊の 〝叩き三味線〞に対し、
〝弾き〞 を得意としました。自然
界の音を三弦に昇華させ、津軽
三味線の神様と呼ばれ、木田林
松栄や福士政勝といった名手に
も多大な影響を与えました。 

津
軽
三
味
線
会
館

　

展
示
室
で
は
津
軽
三
味

線
の
歴
史
や
民
謡
、
郷
土

芸
能
等
を
紹
介
。
津
軽
三

味
線
の
生
演
奏
も
あ
り
、

事
前
予
約
で
プ
ロ
か
ら
津

軽
三
味
線
の
体
験
指
導
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

仁太坊まつり
●期日／9月上旬
●場所／津軽三味線会館
●交通／津軽鉄道金木駅
　より徒歩約7分
●問／金木あすなろ商店会
　☎0173-52-2878
●地図／P18：F-3

津軽三味線全日本金木大会
●期間／毎年5月4・5日
●場所／金木公民館
●交通／津軽鉄道金木駅より
　徒歩約10分
●問／津軽三味線会館
　☎0173-54-1616
●地図／P16：E-2

津軽三味線会館
●時間／8：30～18：00（5月～10月）、
　9：00～17：00（11月～4月）
●料金／入館一般500円、体験指導（1回30分5,000円）
●演奏時間／1日5回各20分（12月～翌3月は4回）
　※時間は要問合
●休／12月29日
●交通／津軽鉄道金木駅より徒歩約7分
●問／津軽三味線会館☎0173-54-1616
●地図／P18：F-3

木
大
会
」
は
、三
味
線
フ
ァ
ン
が
集
う
、盛
況
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
ま
た
、津
軽
三
味
線
の
元
祖
、「
仁
太
坊
」

の
功
績
を
讃
え
る
た
め
、
平
成
6
年
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る「
仁
太
坊
ま
つ
り
」は
、
津
軽
三
味
線
全
日
本

金
木
大
会
入
賞
者
に
よ
る
〝
津
軽
三
味
線
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
〞で
、好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

仁太坊まつり

津軽三味線全日本金木大会

風土の技を体感
〝
焼
き
締
め
〞の
逸
品
、津
軽
金
山
焼

　

そ
の
昔
、「
須
恵
器
」
の
一
大
生
産
地
で
あ
っ
た
梵

珠
山
。
そ
こ
を「
津
軽
金
山
焼
」の
本
拠
地
と
し
た
の

は
、
こ
の
地
を
再
び
陶
芸
の
里
と
し
て
蘇
ら
せ
た
い

と
い
う
思
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

金
山
の
大
溜
池
の
底
に
堆
積
し
て
い
た
良
質
の
粘

土
を
用
い
た
こ
の
陶
器
は
、
梵
珠
山
麓
の
傾
斜
面
に

焼
成
室
を
連
ら
ね
、
下
方
の
房
か
ら
上
方
へ
渡
る
余

熱
を
利
用
す
る「
登
り
窯
」内
で
11
昼
夜
を
掛
け
て
焼

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。釉
薬
を
一
切
使
わ
ず
、高
温
で
時

間
を
掛
け
て
焼
き
硬
め
る〝
焼
き
締
め
〞と
い
う
手
法

で
、自
然
で
深
み
あ
る
風
合
い
を
引
き
出
し
ま
す
。最

近
で
は
、
東
津
軽
郡
産
出
の
流
紋
岩
と
金
山
粘
土
を

合
わ
せ
た
純
青
森
県
産
の
原
料
を
使
用
し
た
新
商
品

を
創
出
す
る
な
ど
、応
用
分
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「津軽金山焼」で陶芸体験
●期間／9：00～17：00
　（12/30～1/3は体験休み）
●料金／陶芸：大人1,200円～、
　小人900円～（いずれも税別）
●交通／JR五所川原駅より車約15分
●問／☎0173-29-3350
●地図／P16：F-3

かなぎ元気村で田舎体験
●期間／4月～11月 ●時間／10：00～17：00
●1週間前まで要予約 ●休館／水曜
●料金／要問合
●交通／津軽鉄道金木駅より車約12分
●問／かなぎ元気村「かだるべぇ」☎0173-52-2882
●地図／P18：E-1

立佞武多の館で製作体験
●期間／通年（要問合）
●所要時間／45分～90分
●体験料／500円～（メニューにより異な
　ります。紙貼り作業は無料、時期要問合）
●交通／JR五所川原駅より徒歩約5分
●問／☎0173-38-3232
●地図／P17：C-2

自
分
だ
け
の
金
山
焼

を
作
る
陶
芸
体
験

　

窯
場
は
年
中
無
休
で
い

つ
で
も
見
学
で
き
る
ほ
か
、

陶
芸
教
室
も
あ
り
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
作
品
は
二

ヶ
月
以
内
に
焼
き
上
げ
て

お
届
け
し
ま
す
。

か
な
ぎ
元
気
村「
か
だ
る
べ
ぇ
」

　

太
宰
治
の
生
家
・
津
島
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
傍
島

家
の
古
民
家
で「
も
の
づ
く
り
」体
験
。
ひ
ば
の
か
ん

な
く
ず
を
利
用
し
た
ひ
ば
リ
ー
ス
作
り
、裂
き
織
り
、

こ
ぎ
ん
ざ
し
、ス
イ
ー
ツ
作
り
な
ど
、田
舎
の
温
も
り

を
体
感
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
す
。

立
佞
武
多
の
館
で
製
作
体
験

　

7
階
建
て
の
ビ
ル
に
相
当
す
る
23
メ
ー
ト
ル
の
立

佞
武
多
は
、
ほ
ぼ
一
年
を
通
し
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
に
出
陣
す
る
大
型
立
佞
武
多
の
紙
貼
り
を
無

料
体
験
で
き
ま
す（
時
期
要
問
合
）。
他
に
津
軽
の
民

芸
品「
金
魚
ね
ぷ
た
」や
、
実
際
の
立
佞
武
多
の
色
付

け
の
紙
を
使
っ
た
う
ち
わ
作
り
な
ど
の
製
作
体
験
も

で
き
ま
す
。

津
軽
三
味
線
散
歩

　

津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
や
津
軽
平
野
を
潤
す
岩
木

川
の
川
沿
い
な
ど
、
津
軽
三
味
線
が
育
ま
れ
た
原
風

景
を
地
元
ガ
イ
ド
と
散
策
。
津
軽
三
味
線
の
誕
生
を

学
び
、津
軽
三
味
線
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。心
な
ご

む
田
舎
ス
イ
ー
ツ
も
味
わ
え
ま
す
。
10
名
以
上
に
は

団
体
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

津軽三味線散歩
●期間／通年（8月13～15日、12月29～翌1月3日
　は除く）
●時間／10：00～12：00（3日前まで要予約）
　※上記時間以外をご希望の方は要相談
●料金／2,400円（2名以上でお申し込み下さい）
　※1名の場合3,600円
●場所／津軽鉄道金木駅集合
●問／津軽三味線会館☎0173-54-1616
●地図／P18：F-4

うちわ作り体験（500円）
※所要時間／30～45分

紙貼り体験（無料）

金魚ねぷた作り体験（1,200円）
※所要時間／60～90分

岩木川沿いの葦原

風雪を防ぐ板塀「かっちょ」

奥津軽紀行10 奥津軽紀行❾



津軽鉄道で味わう四季
　

青
森
県
立
芦
野
公
園
は
、
お
よ
そ
80
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
自
然
公
園
で
、
桜
約
千
５
百
本
と
松
並
木
が
湖
畔

に
広
が
る
日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
に
選
ば
れ
た
景
勝

地
で
す
。
太
宰
が
少
年
の
頃
よ
く
遊
ん
だ
場
所
と
し

て
知
ら
れ
、
太
宰
が
歩
い
た
遊
歩
道
や
太
宰
治
文
学

碑
な
ど
も
あ
り
、
フ
ァ
ン
や
観
光
客
が
散
策
し
な
が

ら
太
宰
を
偲
ん
で
い
ま
す
。「
金
木
さ
く
ら
ま
つ
り
」

会
期
中
に
は
、「
津
軽
三
味
線
全
日
本
金
木
大
会
」が

祭
り
に
い
っ
そ
う
の
華
や
ぎ
を
添
え
、
打
ち
上
げ
花

火
が
夜
桜
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

　

ま
た
津
軽
三
味
線
発
祥
之
地
碑
に
吊
橋
、浮
橋
、児

童
動
物
園
、家
族
で
遊
ぶ
ふ
れ
あ
い
広
場
、オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
、
地
域
の
行
楽
地
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。旧
駅
舎
を
改
装
し
た
喫
茶「
駅

舎
」は
散
策
の
休
憩
に
ぴ
っ
た
り
。公
園
の
中
を
通
る

津
軽
鉄
道
、昔
な
が
ら
の
小
さ
な
駅
、そ
ん
な
の
ど
か

な
風
景
は
訪
れ
る
人
々
を
一
段
と
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

奥津軽の風物詩
　

ス
ト
ー
ブ
列
車
で
有
名
な
津
軽
鉄
道
は
、
津
軽
五

所
川
原
駅
〜
津
軽
中
里
駅
間
20
・
7
㎞
を
、45
分
で
結

ぶ
ロ
ー
カ
ル
線
。
昔
は
津
軽
半
島
の
木
材
を
運
ぶ
森

林
鉄
道
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
は
穀
倉
地

帯
や
津
軽
山
地
の
四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

津
軽
鉄
道
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
も
運
行
し
て

お
り
、「
津
軽
金
山
焼
」の
風
鈴
を
車
内
に
吊
す「
風
鈴

列
車
」（
7
〜
8
月
）、ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
浴
衣
姿
が
涼

し
げ
な「
七
夕
列
車
」（
7
月
上
旬
）、
熱
気
に
満
ち
た

お
も
て
な
し「
真
夏
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
」（
8
月
上
旬
）、

鈴
虫
の
入
っ
た
籠
を
車
内
に
吊
し
音
色
を
愉
し
む「
鈴

虫
列
車
」（
9
月
〜
10
月
中
旬
）も
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

何
よ
り「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」は
、
津
軽
鉄
道
の
代
名

詞
と
も
い
え
る
存
在
。
石
炭
を
燃
や
す
ダ
ル
マ
ス
ト

ー
ブ
が
置
か
れ
た
車
内
は
、
木
造
り
の
椅
子
や
扉
な

川
倉「
賽
の
河
原
地
蔵
尊
」 

　

芦
野
公
園
北
東
部
の
小
高
い
丘
、

風
光
明
媚
な
景
勝
地
に
あ
る
「
川

倉
賽
の
川
原
」。そ
の
伝
説
は
古
く
、

数
千
年
前
、
こ
の
地
方
の
天
空
に

不
思
議
な
御
燈
明
が
飛
来
し
た
時
、
そ
の
光
に
照
ら

さ
れ
た
場
所
か
ら
発
見
さ
れ
た
地
蔵
尊
を
安
置
し
た

の
が
始
め
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
蔵
堂
内
と
そ

の
廻
り
に
は
大
小
約
2
千
体
の
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い

 

ま
す
。
旧
暦
6
月
22
日
か

 

ら
24
日
の
例
大
祭
で
は
県

 

内
外
か
ら
多
く
の
参
詣
客

 

で
賑
わ
い
、
哀
調
を
帯
び

 

た
イ
タ
コ
の「
口
寄
せ
」も

 

行
わ
れ
ま
す
。

芦野公園の夜桜津軽鉄道・芦野公園駅付近の桜。旧駅舎の喫茶店がある

芦野公園駅・旧駅舎を
改装した、喫茶「駅舎」

芦野公園　金木桜まつり
●期日／4月下旬～5月上旬
●場所／芦野公園
●交通／津軽鉄道芦野公園駅下車
●問／金木桜まつり実行委員会
　☎0173-52-2611
●地図／P18：D-3

川倉賽の河原地蔵尊大祭
●期日／旧暦6月22日～24日（要問合）
●場所／川倉寶の河原地蔵尊本堂
●交通／津軽鉄道芦野公園駅より
　車約15分
●問／川倉地蔵堂事務所
　☎0173-53-3282
●地図／P18：D-4

ストーブ列車
●期間／12月上旬～翌3月下旬
●時間／1日3往復
　（12月の平日のみ2往復）
●料金／運賃+ストーブ列車料金400円
●場所／津軽五所川原駅～津軽中里駅
●問／津軽鉄道☎0173-34-2148

雪国地吹雪体験
●期間／1月下旬～2月下旬の
　金・土・日曜
●料金／一般2,500円
●場所／金木地区
●問／津軽地吹雪会（代表・角田周）
　☎080-3195-4036

スノーシュートレッキング体験
●期間／1月上旬～2月下旬 ●休／1月1日～3日
●時間／10：00～12：00頃 ●料金／2,900円
●定員／2～15人（16名以上は要相談）
●場所／芦野公園
●問／太宰治記念館「斜陽館」☎0173-53-2020
●地図／P18：D-3

ストーブ弁当

雪
国
地
吹
雪
体
験
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験

　
「
地
吹
雪
体
験
ツ
ア
ー
」
は
、
昭
和
63
年
よ
り
始
ま

っ
た
体
験
企
画
。
青
森
県
の
冬
季
観
光
の
さ
き
が
け

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

海
外
か
ら
の
常
連
客
も
い
る
ほ
ど
。

　

内
容
は
モ
ン
ペ
、角
巻
き
、カ
ン
ジ
キ
姿
で
地
吹
雪

を
体
感
す
る
、と
い
う
も
の
。冬
の
牙
と
も
い
え
る
地

吹
雪
が
存
分
に
荒
れ
狂
っ
た
日
に
は
、
前
を
見
て
歩

く
こ
と
す
ら
困
難
。
積
も
っ
た
雪
が
強
風
で
舞
い
上

が
る
地
吹
雪
の
な
か
、
昔
な
が
ら
の
角
巻
き
姿
で
奥

津
軽
の
猛
威
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

津
軽
鉄
道
、季
節
の
駅
弁

　

春
に
は
「
さ
く
ら
弁
当
」、

夏
は
「
だ
ざ
い
弁
当
」、
秋
は

「
い
な
ほ
弁
当
」、冬
は「
ス
ト

ー
ブ
弁
当
」と
、四
季
折
々
の

食
材
を
、
津
軽
な
ら
で
は
の

調
理
で
作
っ
た
故
郷
の
旨
さ

を
盛
り
込
ん
だ
駅
弁
で
す
。

特
に
だ
ざ
い
弁
当
は
、
妻
で

あ
る
津
島
美
知
子
さ
ん
の
著

書「
回
想
の
太
宰
治
」を
参
考

に
、
太
宰
が
好
ん
だ
食
材
を

た
っ
ぷ
り
と
詰
め
込
ん
で
い

ま
す
。

だざい弁当

ロ
ー
カ
ル
列
車
で
行
く
桜
花
の
名
所

川倉賽の河原・三門

地蔵堂

ダルマストーブに石炭をくべる

右
／
土
鈴
が
取
り
付
け
ら
れ
た

風
鈴
列
車

体を包む大きなブランケット「角巻き」

雪に足をとられ転ぶこともしばしば

「
で
る
・
そ
ー
れ
」で
オ
モ
シ
ロ
メ
ニ
ュ
ー

　

津
軽
鉄
道
津
軽
五
所
川
原
駅
そ
ば
に
あ
る
「
で
る
・

そ
ー
れ
」。津
軽
鉄
道
や
ス
ト
ー
ブ
列
車
に
関
連
し
た

面
白
い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
に
ち
な

ん
だ「
石
炭
ク
ッ
キ
ー
」は
ブ
ラ
ッ
ク
コ
コ
ア
な
ど
で

石
炭
を
摸
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、青
森
県
の
地
鶏
「
シ

ャ
モ
ロ
ッ
ク
」の
出
汁
、特
産
の
長
芋
で
作
っ
た
す
い

と
ん
を
醤
油
味
で
い
た
だ
く「
津
鉄
汁
」が
人
気
で
す
。

コミュニティカフェ でる・そーれ
●時間／10：00～16：00 
●休／第1・3日曜（要問合）
●交通／津軽鉄道五所川原駅そば
●問／☎0173-34-3971
●地図／P17：C-2

奥
津
軽
の
旅
情
を
愉
し
む
ロ
ー
カ
ル
列
車
の
旅

真夏のストーブ列車
●期間／8月上旬（要予約）
●料金／要問合
●場所／津軽五所川原駅～
　津軽中里駅
●問／津軽鉄道☎0173-34-2148

ど
、
昭
和
の
面
影
と
雪
国
情

緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
も
抜
群
。

沿
線
の
利
用
者
ば
か
り
か
、

観
光
客
か
ら
も
厚
く
支
持
さ

れ
る
名
物
列
車
で
す
。

暑
い
季
節
に
熱
い

ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
。

列
車
内
は
約
50
℃

に
達
す
る

津軽鉄道駅弁
●申込／3日前まで要予約（ご注文は2個より）
●申込先／本社☎0173-34-2148
　（平日＝８：30～17：00、土曜＝8：30～12：30）
　津軽五所川原駅☎0173-35-7743
　（7：00～19：00）
　金木駅☎0173-53-2056（5：40～21：00）

いなほ弁当 さくら弁当

イベント貸切列車で
人気の高い旧車輌

イ
ベ
ン
ト
貸
切
列
車

　

通
常
の
ダ
イ
ヤ
で
運
行
す
る
列
車
に
、
貸
切
用
の

特
別
車
輌
を
増
輌
、貸
切
で
き
ま
す
。窓
を
開
閉
で
き

る
旧
式
や
冷
暖
房
の
つ
い
た
車
輌
、
様
々
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
イ
ト
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
は
、

冬
以
外
で
も「
ス
ト
ー
ブ
列
車（
車
輌
）」を
貸
切
で
き

ま
す
。（
時
節
・
時
間
・
車
輌
は
津
軽
鉄
道
へ
要
相
談
）

右
／
浴
衣
姿
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

　
　
が
涼
し
げ
な
七
夕
列
車

石炭クッキー

津鉄汁（つてつじる）

奥津軽紀行12 奥津軽紀行11



奥津軽の施設と景観

中
の
島

ブ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク

　

十
三
湖
に
浮
か
ぶ
小

島「
中
の
島
」に
は
様
々

な
施
設
が
集
結
し
て
い
る
「
中
の
島
ブ
リ
ッ
ジ
パ
ー

ク
」が
あ
り
ま
す
。シ
ジ
ミ
採
り
体
験
が
で
き
る
遊
漁

場
、
十
三
湊
の
繁
栄
や
郷
土
の
歴
史
を
ス
ト
ー
リ
ー

構
成
で
展
示
す
る「
市
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
」は
必
見
。

ま
た
、
安
藤
船
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
木
造
遊
具
や
ア

 

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン

 

ピ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ケ
ビ
ン
ハ

 

ウ
ス
は
青
森
ヒ
バ
で
作
ら
れ

 

て
お
り
、
温
か
な
雰
囲
気
で

 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
シ
ー
ン
を
満

 

喫
で
き
ま
す
。

奥津軽トレイルガイド
●料金／半日8,000円、1日
　15,000円※ガイド1名に
　対し10名以内
●交通／津軽鉄道金木駅よ
　り車約10分～1時間15分
●問／かなぎ元気俱楽部
　☎0173-54-1616
●地図／P16
　参照

中の島ブリッジパーク
●期間／4～11月
●料金／ケビンハウス宿泊
　1棟12,000円～14,400円
●交通／JR五所川原駅より
　車約1時間
●問／☎0173-62-2775
●地図／P18：C-1

脇元海辺ふれあいゾーン
●期間／4～9月
●料金／鰊御殿宿泊3,900円
　バンガロー宿泊8,000円
●交通／JR五所川原駅より
　車約1時間15分
●問／☎0173-62-2775
●地図／P18：A-1

脇
元
海
辺
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン　

　

脇
元
地
区
は
、
か
つ
て
鰊
漁
を
生
活
の
糧
に
暮
ら

し
て
い
た
町
で
す
。
年
月
が

経
つ
に
連
れ
て
漁
場
は
北
上

し
て
北
海
道
へ
と
移
り
、
昭

和
20
年
頃
か
ら
衰
退
の
一
途

を
辿
り
ま
し
た
。現
在
、往
時

の
姿
を
偲
ば
せ
る「
鰊
御
殿
」

が
復
元
さ
れ
資
料
や
当
時
の

漁
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、魚
介
料
理
が
楽

し
め
る
サ
マ
ー
ハ
ウ
ス
や
、

ヒ
バ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
バ
ン

ガ
ロ
ー
も
あ
り
ま
す
。

大
沼
公
園

　

市
浦
地
区
、
唐
川
城
跡

の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
大

沼
を
中
心
に
一
周
コ
ー
ス

が
整
備
さ
れ
、
湖
沼
や
湿

地
林
の
動
植
物
の
観
察
に

適
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス

に
は「
縄
文
の
橋
」と
日
本

一
長
い
屋
根
付
の
「
東
日

流
館
橋
」が
あ
り
、変
化
に
富
ん
だ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が

楽
し
め
ま
す
。
近
辺
に
は
中
世
に
建
造
し
た
と
さ
れ

る「
日
吉
神
社
」が
あ
り
、奥
津
軽
の
自
然
・
歴
史
を
満

喫
で
き
ま
す
。

大沼公園
●交通／JR五所川原駅より
　車約50分 ●地図／P18：B-2

奥
津
軽 

虫
と
火
祭
り

　
「
虫
お
く
り
」と
い
う
民
俗
は
津
軽
西
北
地
方
に
残

る
稲
を
病
害
虫
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
伝
わ
る
慣

習
で
す
。『
永
禄
日
記
』で
は
、１
６
２
７
年
６
月
の
記

事
に
、稲
虫
が
お
び
た
だ
し
く
散
在
で
、虫
祭
り
が
行

わ
れ
、
藩
で
も
７
日
間
の
祈
祷
を
行
っ
た
と
あ
り
ま

す
。
ま
た
、イ
ナ
ゴ
の
大
群
に
よ
り
、西
北
地
方
の
稲

が
全
滅
し
た
こ
と
が
起
こ
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

虫
送
り
の〝
虫
〞は
龍
蛇
体
状
の
物
で
頭
は
主
に
木

造
り
、胴
は
藁
で
造
ら
れ
、大
き
い
物
で
は
10
メ
ー
ト

ル
に
お
よ
び
ま
す
。「
奥
津
軽
虫
と
火
祭
り
」
は
虫
送

り
行
事
を
メ
イ
ン
に
、
各
々
の
土
地
に
伝
わ
る
早
苗

振
等
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
、虫
を
曳
く
祭
り
で
す
。

ま
た
、若
者
た
ち
に
よ
る「
松
明
御
輿
」、夜
に
は〝
虫
〞

に
火
を
放
ち
昇
天
さ
せ
る
神
事
も
行
わ
れ
ま
す
。

奥津軽の歳時記

河原神事・虫の昇天

農耕と虫を表した「相内の虫送り」

ゴニンカンは互いの「よ
み」、「記憶力」と「駆け引
き」が勝負の決め手です。

奥津軽 虫と火祭り
●期日／6月第3土曜 ●場所／五所川原市中心街
●交通／JR五所川原駅下車
●問／五所川原青年会議所☎0173-35-4049
●地図／P17：C-1～2

十三の砂山まつり（予定）
●期日／8月中旬
　※実施については要問合
●場所／市浦十三地区
●交通／JR五所川原駅より
　車約50分
●問／道の駅十三湖高原
　☎0173-62-3556
●地図／P18：C-1

脇元岩木山神社大祭
●期日／旧8月1日 ●場所／市浦脇元地区
●交通／JR五所川原駅より車約1時間
●問／お山参詣保存会☎0173-62-3536
●地図／P18：A-1

走れメロスマラソン
●期日／5月下旬または6月上旬
●場所（スタート・ゴール）／
　立佞武多の館（地図／P17：C-2）
　金木小学校（地図／P18：E-3）
●問／五所川原市教育委員会☎0173-35-2111

ゴニンカントランプ世界選手権大会
●期日／1月中旬 ●場所／五所川原市民体育館
●交通／JR五所川原駅よりバス約10分
●問／五所川原商工会議所☎0173-35-2121
●地図／P17：E-2

十
三
の
砂
山
ま
つ
り

　

か
ぼ
そ
く
、
弱
々

し
く
、
染
み
通
る
よ

う
に
哀
調
を
帯
び
た

民
謡「
十
三
の
砂
山
」。

西
国
に
縁
の
あ
る
詩

は
、
昔
人
の
霊
を
慰

め
る
鎮
魂
の
唄
の
よ

う
に
も
聞
こ
え
ま
す
。

祭
り
で
は
唄
と
踊
り

で
町
を
流
し
ま
す
。

走
れ
メ
ロ
ス
マ
ラ
ソ
ン

　

太
宰
治
生
誕
1
0
0
周
年

を
期
に
開
催
。
五
所
川
原
市

街
地
と
生
誕
地
・
金
木
の
景

勝
地
を
マ
ラ
ソ
ン
で
巡
り
ま

す
。マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス（
距
離
）

は
数
コ
ー
ス
あ
り
、体
力
・
脚

力
に
あ
わ
せ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
ま
す
。

裸
参
り

　

12
月
30
日
〜
元
日
に
か
け
市
内
3
箇
所

で
行
わ
れ
ま
す
。
若
者
達
が
ふ
ん
ど
し
姿

で
百
キ
ロ
も
あ
る
大
締
め
縄
や
三
俵
、
お

供
え
餅
や
食
べ
物
な
ど
の
供
物
を
持
ち
、

神
社
へ
奉
納
す
る
ま
で
の
間
、
村
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。

脇
元
岩
木
山

神
社
大
祭

　
「
靄
山
」（
標
高
1

5
2
メ
ー
ト
ル
）
は

江
戸
時
代
よ
り「
脇
元
岩
木
山
」と
し
て
信
仰
さ
れ
毎

年
、豊
作
・
大
漁
を
祈
願
し
て
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

ゴ
ニ
ン
カ
ン
ト
ラ
ン
プ
世
界
選
手
権
大
会

 

　

津
軽
地
方
独
特

 

の
ゲ
ー
ム
「
ゴ
ニ

 

ン
カ
ン
」。恒
例
と

 

な
っ
た
大
会
に
は
、

 

外
国
人
参
加
者
も

 

あ
り
、
年
毎
に
人

 

気
は
高
ま
っ
て
い

 

ま
す
。

裸参り
●期日（予定）／12月30日（梅田裸参り）、
　12月31日（飯詰稲荷神社裸参り）、1月1日（前田野目裸参り）
●場所／飯詰地区ほか ●交通／JR五所川原駅より車約15分
●問／観光物産課☎0173-35-2111
●地図／表記なし

道
の
駅
十
三
湖
高
原
ま
つ
り

　

十
三
湖
名
産
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
販
売
や
、
し
じ
み

 

に
こ
だ
わ
っ
た
ク
イ
ズ
、

 

ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
催
。

 

恒
例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト

 

「
し
じ
み
の
す
く
い
ど

 

り
」（
有
料
）は
く
じ
で

 

大
当
り
が
出
る
と
ジ
ャ

 

ン
ボ
ス
コ
ッ
プ
、
は
ず

 

れ
は
ミ
ニ
シ
ャ
ベ
ル
で

 

す
く
い
ど
り
で
き
ま
す
。

3
万
株
の
花
菖
蒲

（
菊
ヶ
丘
運
動
公
園
）

　

花
菖
蒲
の
名
所
。
69
品
種
、

3
万
株
が
華
麗
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

図
書
館
等
の
公
共
施
設
も
集

合
し
て
い
ま
す
。

北
限
の
梅
林（
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　

約
2
千
本
の「
北
限
の
梅
」が
咲
き
誇
り
ま
す
。
夏

の
バ
ラ
、秋
の
紅
葉
も
見
事
な
彩
り
で
す
。

津
軽
す
こ
っ
ぷ
三
味
線
世
界
大
会

　

す
こ
っ
ぷ
三
味
線
は
、家
元
・
舘
岡
屏
風

山
が
1
9
8
5
年
に
開
発
し
た
宴
会
芸
。

誰
に
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
芸
と
し
て
親

し
ま
れ
、毎
年
12
月
に
は「
す
こ
っ
ぷ
三
味

線
世
界
大
会
」
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
全
国
各
地

の
奏
者
や
外
国
人
が

熱
演
を
繰
り
広
げ
津

軽
の
み
な
ら
ず
全
国

的
に
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

津軽すこっぷ三味線世界大会
●期日／12月上旬 
●場所／ELM（ショッピングセンター）
●交通／JR五所川原駅よりバス約15分
●問／すこっぷ三味線世界大会事務局
　(ラヴポーション2内)☎0173-34-2339
●地図／P17：E-3

●時間／9：00～19：00
　（10月～3月は～17：00）
●休館／8月13日、12月31日
　～翌1月1日
●料金／一般800円
●交通／JR五所川原駅より
　徒歩約5分
●問／☎0173-26-6686
●地図／P17：C-2

Y
・
C
・
M 

吉
幾
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

五
所
川
原
市
金
木
町
出
身
の
歌
手
・
吉
幾
三
が
歌

番
組
や
コ
ン
サ
ー
ト
で
実
際
に
着
用
し
た
ス
テ
ー
ジ

衣
装
や
愛
用
ギ
タ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
直
筆
の
書
、

舞
台
や
ド
ラ
マ
の
台
本
な
ど
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
。

貴
重
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
映
像
も
鑑
賞
で
き
ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
は
お
土
産
に
も
人
気
で
す
。

北限の梅林（見頃：4月中～下旬）
●交通／JR五所川原駅より車約25分
●地図／P16：F-3
【北限の梅まつり】
●問／長橋地区住民協議会☎0173-29-3111

花菖蒲（見頃：7月上～中旬）
●交通／JR五所川原駅より
　車約5分 ●地図／P17：E-1

狼
野
長
根
公
園

　

松
の
緑
が
四
季
を
通
じ

て
美
し
い
開
放
的
な
自
然

公
園
で
す
。
園
内
に
は
野

外
活
動
施
設
も
あ
り
、
家

族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「赤～いりんご」の並木道

赤
〜
い
り
ん
ご
の
並
木
道

　

全
国
で
当
市
だ
け
が
生
産
加
工
し
て
い
る
、
果
肉

ま
で
赤
い
「
赤
〜
い
り
ん
ご（
品
種
名
・
御
所
川
原
）」

が
１
㎞
に
渡
っ
て
約
3
8
0
本
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
り
の
秋
は
も
ち
ろ
ん
、
春
に
も
鮮
や
か
な
真
紅
の

花
で
街
を
彩
り
ま
す
。（
P
7
参
照
）

狼野長根公園
●交通／JR五所川原駅より
　車約20分 ●地図／P16：F-3

道の駅十三湖高原まつり
●期日／8月下旬の日曜 
●場所／道の駅十三湖高原
●交通／JR五所川原駅より
　車約50分
●問／道の駅十三湖高原
　☎0173-62-3556
●地図／P18：C-3

部落に入る場所の高い
木などには虫を揚げ、
虫除け、豊饒を祈願。

夏

冬

奥
津
軽
ト
レ
イ
ル

　

日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ「
青
森
ひ
ば
」が
広
が
る

奥
津
軽
の
森
に
は
か
つ
て
、日
本
で
最
初
の
、そ
し
て

総
延
長
3
2
0
㎞
と
い
う
日
本
一
長
い
森
林
鉄
道
の

軌
道
が
網
目
の
よ
う
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。文
豪
・

太
宰
治
が
繊
細
で
鋭
い
感
性
を
育
み
、
津
軽
三
味
線

の
原
型
が
生
ま
れ
た
奥
津
軽
の
経
済
を
支
え
た
豊
か

な
山
々
。今
な
お
残
る
軌
跡
を
た
ど
り
、歴
史
や
文
化

を
肌
で
感
じ
て
豊
か
な
自
然
に
癒
さ
れ
る
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。「
山
伏
の
荒
行
場
コ
ー
ス
」「
太

宰
ゆ
か
り
の
地
コ
ー
ス
」「
み
ち
の
く
松
陰
道
コ
ー
ス
」

「
青
森
ひ
ば
の
神
木
コ
ー
ス
」ほ
か
、全
8
コ
ー
ス
。マ

イ
カ
ー
を
回
送
し
て
ゴ
ー
ル
地
点
等
で
受
け
取
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。（
地
図
／
P
16
）

太宰ゆかりの地コース

みちのく松陰道コース

北限の梅林

大沼公園・狼野長根公園・北限の梅林・
花菖蒲についての問／五所川原市公
園管理課☎0173-34-9555奥津軽トレイル

　
　
　も
や
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
て
お
か
び
ょ
う
ぶ

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　え
い
ろ
く

　お
い
の
な
が
ね

奥津軽紀行14 奥津軽紀行13
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P17：五所川原地区詳細地図

P18：金木地区詳細地図

P18：市浦地区詳細地図
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↑至 函館／青函トンネル（北海道新幹線）
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たままつ海の情報館

小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館小説「津輕」の像記念館

荒馬の里資料館荒馬の里資料館荒馬の里資料館荒馬の里資料館

龍飛岬観光案内所「龍飛館」龍飛岬観光案内所「龍飛館」龍飛岬観光案内所「龍飛館」

市浦歴史民俗資料館

総合文化センター総合文化センター総合文化センター総合文化センター
「パルナス」

太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」
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あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉あずましの里温泉

道の駅いまべつ道の駅いまべつ道の駅いまべつ道の駅いまべつ道の駅いまべつ道の駅いまべつ

道の駅たいらだて

村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと村の駅よもっと

マルシェよもぎた

道の駅こどまり道の駅こどまり道の駅こどまり道の駅こどまり

道の駅道の駅道の駅道の駅道の駅
十三湖高原十三湖高原十三湖高原十三湖高原十三湖高原十三湖高原十三湖高原

道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ道の駅アーストップ

村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館村おこし拠点館
フフフフララッットトトト

三廐総合交流センター「かぶと」三廐総合交流センター「かぶと」

金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー金木観光物産館マディニー

駅前市場ウェル蟹

道の駅みんまや道の駅みんまや

夢野温泉

村営よもぎ温泉村営よもぎ温泉村営よもぎ温泉村営よもぎ温泉村営よもぎ温泉

竜飛崎温泉（ホテル竜飛）

平舘不老不死温泉平舘不老不死温泉平舘不老不死温泉平舘不老不死温泉

ウェルネスセンターウェルネスセンターウェルネスセンターウェルネスセンター
しゃりき温泉しゃりき温泉しゃりき温泉しゃりき温泉しゃりき温泉

稲垣温泉稲垣温泉稲垣温泉

竜泊温泉竜泊温泉

つがる富士見荘つがる富士見荘つがる富士見荘つがる富士見荘つがる富士見荘つがる富士見荘つがる富士見荘つがる富士見荘

おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯おらほの湯

鰺ヶ沢温泉鰺ヶ沢温泉鰺ヶ沢温泉鰺ヶ沢温泉鰺ヶ沢温泉鰺ヶ沢温泉

津軽富士見湖津軽富士見湖津軽富士見湖津軽富士見湖津軽富士見湖
（鶴の舞橋）

鹿ノ子滝

市浦大沼公園 山王坊日吉神社山王坊日吉神社山王坊日吉神社山王坊日吉神社山王坊日吉神社山王坊日吉神社山王坊日吉神社山王坊日吉神社

湯の沢観音堂湯の沢観音堂湯の沢観音堂

袰月海岸

松陰くぐり

旧松前街道

竜飛崎・階段の国道竜飛崎・階段の国道

平舘灯台

七

　里

　長

　浜

七

　里

　長

　浜

高山稲荷神社高山稲荷神社
チェスボロー記念碑チェスボロー記念碑

ベンセ湿原ベンセ湿原ベンセ湿原

不動ノ滝不動ノ滝不動ノ滝不動ノ滝

竜泊ライン竜泊ライン竜泊ライン竜泊ライン竜泊ライン竜泊ライン

七ツ滝七ツ滝

小泊岬小泊岬
（権現崎遊歩道）（権現崎遊歩道）（権現崎遊歩道）

モヤ山モヤ山モヤ山モヤ山モヤ山モヤ山

不動の滝不動の滝不動の滝

芦野湖（藤枝溜池)・芦野湖（藤枝溜池)・芦野湖（藤枝溜池)・
川倉賽の川原川倉賽の川原川倉賽の川原

赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道赤～いりんごの並木道

中の島ブリッジパーク

藤滝藤滝藤滝藤滝

世界最大規模の埋没林世界最大規模の埋没林

唐川城跡展望台

津軽フラワーセンター（北限の梅林）

280

101

339

7
101

339

280

339

280

馬禿山
▲

十三湖

▲
梵珠山

奥津軽トレイル 「みちのく松陰道コース」

奥津軽トレイル 「山伏の荒行場コース」

奥津軽トレイル 「大倉岳登頂コース」

みちのく松陰道

眺望山
▲

大倉岳
▲

奥津軽トレイル 「静寂のひば狭道コース」

奥津軽トレイル 「青森ひばの神木コース」

奥津軽トレイル 「眺望山周遊コース」

奥津軽トレイル
「自然公園と名水コース」

奥津軽トレイル 「太宰ゆかりの地コース」

奥津軽トレイル
はP13参照

奥津軽いまべつ駅～
津軽中里駅：路線バス

280

津軽中里駅：路線バス

青森青森青森青森青森青森
弘前弘前弘前弘前弘前弘前

八戸八戸八戸八戸八戸八戸八戸八戸八戸

 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原 五所川原
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景勝地
体験施設
温泉施設
道の駅・産直所
キャンピング施設
ガソリンスタンド
観光施設・ミュージアム等
その他の施設
東北・北海道新幹線東北・北海道新幹線
JR線
その他の鉄道
主要国道 
主要県道・幹線道路
高速道路
冬季閉鎖道路

ホテルサンルート五所川原 地図／ P17：C-2
 五所川市布屋町25 ☎0173-34-8811
ホテルサンルート パティオ五所川原 地図／ P17：D-2
 五所川原市田町181 ☎0173-33-3333
パークイン五所川原エルムシティ 地図／ P17：E-3

五所川原市唐笠柳字藤巻66-12 ☎0173-34-8910
五所川原温泉ホテル 地図／ P17：C-4
 五所川原市松島町2-90 ☎0173-34-2121
夢野温泉ホテル 地図／ P16：F-3
 五所川原市持子沢字隠川686 ☎0173-29-3153
芝楽旅館 地図／ P17：C-2
 五所川原市字旭町46 ☎0173-35-1201
ロイヤル温泉旅館 地図／ P17：A-3

五所川原市太刀打字千束刈13-7 ☎0173-39-2323
広田温泉 地図／ P16：F-3
 五所川原市広田字下り松111-1 ☎0173-34-6385
磯乃湯温泉 地図／ P17：B-2
 五所川原市下平井町219 ☎0173-35-0568
エルムの湯 地図／ P17：E-3

五所川原市唐笠柳字藤巻509-17 ☎0173-34-1126
音次郎温泉 地図／ P17：D-4
 五所川原市石岡字藤巻56-1 ☎0173-35-9885
金太郎温泉 地図／ P16：F-2
 五所川原市姥萢桜木299-1 ☎0173-34-7715
民宿と食事処エンゼル 地図／ P18：D-3
 五所川原市金木町芦野84-715 ☎0173-53-2349
金木中央老人福祉センター「川倉の湯っこ」 地図／ P18：D-4

五所川原市金木町川倉字七夕野 ☎0173-53-3864
旅館琴湖園 地図／ P18：C-1
 五所川原市十三五月女萢2-2 ☎0173-62-3102
民宿 和歌山 地図／ P18：C-1

五所川原市十三羽黒崎133-22 ☎0173-62-2357

奥津軽を楽しむモデルコース
温泉＆宿泊施設

記載した道路は、工事や未
舗装等により、悪路もあり
ます。車で旅行する際は、事
前に交通地図等で、道路状
況をご確認下さい。
※この地図は平成29年3
　月31日現在の情報です。

五所川原市広域地図五所川原市広域地図

① 金山焼体験&五所川原市内観光＆立佞武多まつり鑑賞

五所川原駅 バス（33分）又はタクシー 津軽金山焼（体験・60分）バス（33分）又はタクシー

 五所川原駅下車＆カ 五所川原駅下車＆カフェ でる・そーれ（買い物）徒歩（3分）太宰治「思ひ出」の蔵（15分）

徒歩（3分）徒歩（3分）マルコーセンター「海鮮丼」（食事・買い物・45分）徒歩（1分）立佞武多の館

（観光・60分）徒歩（1分）あげたいの店みわや（買い物）徒歩（3分） 立佞武多まつり鑑賞

（19：00開催／約1時間）／宵の街を愉しんでください

特に山間においては冬期間は
閉鎖される道路があります。
また通行可能路線でも積雪、
天候の状況によっては、通行
止めになる場合や時間制限に
よって通行できない場合もあ
ります。道路状況をご確認い
ただき、ご通行ください。

冬季閉鎖道路

② 津軽鉄道に乗って太宰ゆかりの地巡り

津軽五所川原駅 鉄道（30分）金木駅 下車すぐ　「　「かなぎ文学散歩」（2時間・3時間コー

ス）10：00開始※2時間コースは津軽三味線なし／3時間コースは昼食あり 徒歩（約20分）

 喫茶「駅舎」で食事（30分） 喫茶「駅舎」で食事（30分） 徒歩（約20分）金木駅　鉄道（30分）津軽五所川原駅

 五所川原市街地散策／宵の街を愉しんでください

かなぎ文学散歩2時間コース／金木駅→旧津島家新座敷→雲祥寺→南臺寺→太宰治記念館
「斜陽館」
かなぎ文学散歩3時間コース／金木駅→太宰治記念館「斜陽館」→津軽三味線会館→雲祥寺
→旧津島家新座敷（昼食：茶房鄙家のお弁当）

③ 津軽半島周遊、奇勝としじみ採り体験

 新青森駅駅下車 新青森駅駅下車 徒歩（約3分）レンタカー 車（約2時間）龍飛岬観光案内所 車（約5分）

 龍飛崎・青函トンネル記念館（見学30分）～竜泊ライン～ 龍飛崎・青函トンネル記念館（見学30分）～竜泊ライン～ 車（約25分）道の駅こどまり

車（約7分）車（約7分）　「　「小説『津輕』の像」記念館 車（約25分）中の島ブリッジパーク（しじみ採り体

験）車（約15分）車（約15分）道の駅十三湖高原 車（約30分）金木・太宰ミュージアム・津軽三味線

会館※②参照（約60分） 車（約20分）レンタカー（返却）／宵の街を愉しんでください

は温泉有り は宿泊施設

エルムの湯

広田温泉ロイヤル温泉

音次郎温泉

津軽金山焼津軽金山焼 でる・そーれ「石炭クッキー」 太宰治「思ひ出」の蔵

海鮮丼 立佞武多の館 あげたいの店 立佞武多まつり

旧津島家新座敷 雲祥寺 南臺寺

津軽三味線会館 激馬かなぎカレー（喫茶・駅舎） 太宰らうめん（マディニー）斜陽館

津軽鉄道津軽鉄道

※津軽金山焼へは路線バス（飯詰能開短大環状線）を利用※津軽金山焼へは路線バス（飯詰能開短大環状線）を利用

新青森駅新青森駅 龍飛岬観光案内所 階段の国道（龍飛崎）

竜泊ライン竜泊ライン 「小説『津軽』の像」記念館 道の駅こどまり

青函トンネル記念館

道の駅十三湖高原

※五所川原市には、「ELM（ショッピングセンター）」近くに「トヨタレンタリース」、「ニッポン※五所川原市には、「ELM（ショッピングセンター）」近くに「トヨタレンタリース」、「ニッポン
　レンタリース」があり、「タイムズカーレンタル」が駅より約8分の場所にあります。　レンタリース」があり、「タイムズカーレンタル」が駅より約8分の場所にあります。
※新青森駅周辺では駅より徒歩約1～3分ほどに上記3レンタカー会社があります。※新青森駅周辺では駅より徒歩約1～3分ほどに上記3レンタカー会社があります。

磯乃湯温泉

金太郎温泉

松前街道

階段の国道

七つ滝

靄山（もややま）

ベンセ湿原

高山稲荷神社

奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行奥津軽紀行161616 奥津軽紀行15
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市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎市役所金木庁舎
雲祥寺雲祥寺雲祥寺雲祥寺雲祥寺

南臺寺

太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」太宰治記念館「斜陽館」

太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家太宰治疎開の家
(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)(旧津島家新座敷)

金木観光物産館
「マディニー」

かなぎ病院かなぎ病院かなぎ病院かなぎ病院かなぎ病院かなぎ病院

芦野池沼群県立自然公園
（藤枝溜池）

金木金木金木金木金木

芦野公園駅

民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル民宿と食事処エンゼル

津軽三味線会館

喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」喫茶店「駅舎」

金木小
津軽鉄道
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津軽鉄道
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五所川原警察署五所川原警察署五所川原警察署五所川原警察署
金木分庁舎

金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮金木八幡宮

太宰治文学碑太宰治文学碑
芦野夢の浮橋

桜松橋
津軽三味線発祥之地碑津軽三味線発祥之地碑津軽三味線発祥之地碑津軽三味線発祥之地碑津軽三味線発祥之地碑津軽三味線発祥之地碑津軽三味線発祥之地碑

思い出広場思い出広場思い出広場

太宰治銅像太宰治銅像太宰治銅像太宰治銅像太宰治銅像

金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー金木タクシー

●

●

金木高

金木中

かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」かなぎ元気村「かだるべぇ」

ハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグハッピードラッグ

金木タウンセンターノア金木タウンセンターノア金木タウンセンターノア金木タウンセンターノア金木タウンセンターノア金木タウンセンターノア金木タウンセンターノア

津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署津軽森林管理署

賽の河原地蔵尊賽の河原地蔵尊賽の河原地蔵尊賽の河原地蔵尊
金木オートキャンプ場金木オートキャンプ場金木オートキャンプ場金木オートキャンプ場金木オートキャンプ場↑↑↑

津
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津
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金木中央老人金木中央老人金木中央老人金木中央老人金木中央老人
福祉センター福祉センター福祉センター
「川倉の湯っこ」「川倉の湯っこ」「川倉の湯っこ」「川倉の湯っこ」

妙乗寺妙乗寺妙乗寺妙乗寺妙乗寺妙乗寺
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道の駅十三湖高原
（しじみラーメン・市浦牛）

し～うらんど海遊館し～うらんど海遊館し～うらんど海遊館し～うらんど海遊館し～うらんど海遊館し～うらんど海遊館
（タラソテラピー施設）（タラソテラピー施設）（タラソテラピー施設）（タラソテラピー施設）

市浦大沼公園

唐川城跡展望台唐川城跡展望台唐川城跡展望台唐川城跡展望台唐川城跡展望台

十三湖

中の島ブリッジパーク中の島ブリッジパーク中の島ブリッジパーク中の島ブリッジパーク中の島ブリッジパーク中の島ブリッジパーク
市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館市浦歴史民俗資料館

しじみ亭奈良屋
（しじみラーメン）（しじみラーメン）（しじみラーメン）

中泊町

五所川原市

市役所市浦庁舎市役所市浦庁舎市役所市浦庁舎市役所市浦庁舎市役所市浦庁舎

山王坊日吉神社

金木高分校金木高分校金木高分校

春日内観音堂春日内観音堂春日内観音堂春日内観音堂春日内観音堂

市浦小市浦小市浦小市浦小市浦小市浦小

市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中市浦中

福島城跡展望台展望台展望台

オセドウ貝塚遺跡オセドウ貝塚遺跡オセドウ貝塚遺跡オセドウ貝塚遺跡オセドウ貝塚遺跡

脇元海辺
ふれあい
ゾーン

靄山

旅館琴湖園旅館琴湖園

民宿和歌山民宿和歌山民宿和歌山
ドライブイン和歌山ドライブイン和歌山ドライブイン和歌山
（しじみラーメン）（しじみラーメン）

湊迎寺湊迎寺湊迎寺湊迎寺
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←つがる市←つがる市

鶴田町・弘前市鶴田町・弘前市鶴田町・弘前市← 鶴田町・弘前市鶴田町・弘前市 ← 青森市 ←

金木・中泊町

←

中泊町（小泊）・龍飛崎中泊町（小泊）・龍飛崎中泊町（小泊）・龍飛崎中泊町（小泊）・龍飛崎

←

金木金木金木金木金木←

中泊町・十三湖中泊町・十三湖中泊町・十三湖中泊町・十三湖中泊町・十三湖中泊町・十三湖中泊町・十三湖

←

五所川原市街地五所川原市街地五所川原市街地 ←

津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅津軽鉄道五所川原駅
JR五所川原駅JR五所川原駅JR五所川原駅JR五所川原駅JR五所川原駅

津軽鉄道

十川十川十川十川十川十川十川十川

J
R
五
能
線

JR五能線
リゾートしらかみ

五所川原工高

五所川原商高五所川原五所川原五所川原五所川原五所川原
南小

五所川原五所川原
第一中

五所川原高五所川原高五所川原高

五所川原小五所川原小

スーパーさとちょうスーパーさとちょうスーパーさとちょうスーパーさとちょうスーパーさとちょうスーパーさとちょう

プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原プラザマリュウ五所川原

龍泉寺玄光寺

県営住宅新宮団地県営住宅新宮団地県営住宅新宮団地県営住宅新宮団地県営住宅新宮団地

胃腸病院

朝日会館朝日会館朝日会館

五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所五所川原市役所

ホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルート

五所川原商工会議所五所川原商工会議所五所川原商工会議所五所川原商工会議所五所川原商工会議所五所川原商工会議所五所川原商工会議所

五所川原五所川原五所川原
第一高第一高第一高

つがる総合病院つがる総合病院つがる総合病院つがる総合病院つがる総合病院つがる総合病院つがる総合病院つがる総合病院

増田病院増田病院

ホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルートホテルサンルート
パティオパティオパティオパティオパティオ

中井整形外科中井整形外科

イトーヨーカドーイトーヨーカドーイトーヨーカドーイトーヨーカドーイトーヨーカドー

エルムの街

マックスマックスマックスマックス
バリューバリューバリューバリュー

神明宮神明宮神明宮

パークイン五所川原パークイン五所川原パークイン五所川原パークイン五所川原パークイン五所川原
エルムシティエルムシティエルムシティエルムシティエルムシティ

はるやまはるやま洋服の青山洋服の青山洋服の青山

市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地市営住宅富士見団地

市民体育館市民体育館市民体育館市民体育館

図書館図書館図書館図書館

布施病院

市営球場市営球場市営球場
テニスコートテニスコートテニスコート

八幡宮八幡宮

白衣神社白衣神社白衣神社白衣神社

胸肩神社胸肩神社胸肩神社

五所川原警察署五所川原警察署五所川原警察署五所川原警察署

五所川原モータースクール五所川原モータースクール五所川原モータースクール五所川原モータースクール五所川原モータースクール五所川原モータースクール五所川原モータースクール五所川原モータースクール

TSUTAYATSUTAYATSUTAYA

稲荷神社

五所川原市立栄小

簡易裁判所簡易裁判所簡易裁判所簡易裁判所

芝楽旅館芝楽旅館

五所川原温泉ホテル五所川原温泉ホテル五所川原温泉ホテル五所川原温泉ホテル五所川原温泉ホテル

音次郎温泉

弘南バス弘南バス弘南バス弘南バス弘南バス
駅前ターミナル駅前ターミナル駅前ターミナル駅前ターミナル

中央小

立佞武多の館立佞武多の館立佞武多の館立佞武多の館立佞武多の館

オルテンシア

旧平山家住宅旧平山家住宅旧平山家住宅旧平山家住宅

マルコーセンターマルコーセンターマルコーセンターマルコーセンターマルコーセンターマルコーセンター
あげたいの店あげたいの店あげたいの店あげたいの店あげたいの店あげたいの店

でる・そーれでる・そーれでる・そーれでる・そーれ

まちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パークまちなか思ひ出パーク

つがる克雪ドームつがる克雪ドームつがる克雪ドームつがる克雪ドームつがる克雪ドームつがる克雪ドームつがる克雪ドーム

布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）布嘉屋（ぬのかや）
そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家そば処 亀乃家

Y・C・M吉幾三Y・C・M吉幾三Y・C・M吉幾三Y・C・M吉幾三Y・C・M吉幾三
コレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアムコレクションミュージアム

ロイヤル温泉旅館

磯の湯温泉

エルムの湯

赤～いりんごの並木道

菊ヶ丘運動公園
（3万株の花菖蒲）

339

101

339

101

101

景勝地
体験施設
温泉施設
ホテル・宿泊施設
ガソリンスタンド
大型小売店
観光施設・ミュージアム等
その他の施設
JR線
その他の鉄道
主要国道 
主要県道・幹線道路
高速道路
有料道路
冬季閉鎖道路

五所川原地区詳細図

記載した道路は、工事や未舗装
等により、悪路もあります。車で
旅行する際は、事前に交通地図
等で、道路状況をご確認下さい。
※この地図は平成29年3月31日
　現在の情報です。

市浦地区詳細図

金木地区詳細図

立佞武多まつり臨時無料駐車場（予定）
一般車両用／有料シャトルバス発着場

エルムの街／23：00まで
立佞武多まつり臨時無料駐車場（予定）
観光・マイクロバス用／一般車両駐車不可

菊ヶ丘運動公園／22：00まで

有料シャトルバス発着場

立佞武多まつり期間中
中心街は車両規制されます

花火大会：開催場所

かなぎ元気村

喫茶店「駅舎」

思い出広場

津軽三味線発祥之碑

山王坊日吉神社

大沼公園
し～うらんど海遊館

奥津軽紀行18 奥津軽紀行17


